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作ることで今後に向けて頑張ろうという気持ちになれました。（複数回答）
•	沖縄に期待していた分，残念な気持ちもありますが行けただけで本当に幸せです。（複数回答）
•	あまり話したことがなかったクラスメートと仲良くなれた。（類似回答多数）
•	かなり制約がある形でも，このように行事ができるのは，思い出にもなり，高校生活をして
いるという実感が湧いた。（類似回答多数）
•	友達といる時間がとても大切なものだと再認識しました。（類似回答多数）
•	これぞ高校ライフ！と思い，とても楽しかった。1番の思い出になりました ^_^
•	友達っていいな！高校生楽しいな！お茶高最高だな！
•	友達と共に学び，遊べる幸せを感じた。友達への信頼感が増しました。
•	皆で何気ないことを話し，笑い合うということがとても楽しかった…！
•	友達と過ごす時間の一瞬一瞬を大切に，今後もたくさん思い出を作っていきたいと改めて実
感した。
•	お茶高生はみんな自律している。
•	毎回毎回，修学旅行は今回が一番楽しかった！と言っているが，今回は特に一番楽しかった。
•	おそらく高校生活最後の大きな思い出として，友達と旅行できて良かった。
•	やはり行事のあるなしで学校生活の充実度が違うなと再認識しました。
•	久しぶりに友達と旅行して，そういった非日常を味わうことの楽しさを再認識した。
•	 2 年生では何もできなかったので，行事ができて嬉しかった。
•	友達と一緒なら場所も関係なく，楽しいことが分かりました！
•	今までは行事を通して他の人との関わりを深めていたが，今年は旅行でそれができた。
•	今まで話したことのなかった友達と同じコテージで3日間過ごして，面白かったし刺激になった。
•	コロナで閉塞的空間にいることが多くなっていた今，思いっきり羽を伸ばせる機会があった
ことが嬉しかったです。
•	感染予防に配慮していたからこそ，互いを気にかけることがいつもよりできた気がする。
•	マスクをしたり，飲食時の会話をしなかったりと，制約はある中でも，十分友だちと仲を深
めることができることが分かりました。
•	行事を実施することはもちろん，友達と楽しく過ごすことも 1年生のとき以来だったので，
制限はあったけれど，改めて普通に友達と関われることの幸せを感じた。
•	行事があると，モチベーションが保ててやっぱりあると楽しいなと思った。
•	やっぱり行事を通して深まる絆は代えられない。

生徒の声より，コロナ禍となってから友達と過ごす時間に飢えている中，今回の修

学旅行を通して，あらためて学校は授業をするだけのところではないと再認識すると

ともに，友達との交流が互いに幸福感や親密感を与え，それらが学校生活の礎になっ

ていると語っている。加えて，生徒にとって行事は気持ちをリフレッシュしたり，リ

セットしたりする役割を果たしており，メンタル面での安定を図る上で必要であると

も答えている。これらの声は 2 年次に行った代替行事後のアンケート *4 でも共通し

て聞かれたことから，お茶高生にとって行事は，学校生活の充実に欠かせないものと

いっても過言ではなかろう。
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16.8.　旅行全般で思い出に残ったこと，印象的だったことについて（自由記述）

旅行中に強く思い出に残ったことや印象的だった場面を回答してもらった。

•	コテージでの自由時間が長くてゆっくりできてよかった。コテージでの語らい。
•	夕食のテーブルマナーで長い時間をかけて，礼儀作法を学んだのは印象的だった。
•	部屋でのおしゃべりが異常に楽しかった。
•	学校で普段忙しく過ごしていることを忘れて友達や先生とゆっくりできたのがとても楽し
かったです。
•	カーリングが思いの外，楽しかった。
•	食事がとにかくおいしかったです！
•	景色がとてもきれいだったこと。
•	 1 日目の夜のコテージの帰りに見た星！きれいに見えて感動しました。
•	いちご食べすぎた。
•	鬼押出しがとにかく楽しかった。
•	訪れた現地の方々がとても親切で，バスの外からお見送りなどをしてくれたこと。
•	 2 泊 3日でこんなに体験ができると思ってなかったので楽しかったです！
•	どれも印象的でした。不満はありません。

最も多かったのはコテージでの自由時間や友達とのおしゃべりだった。他にも夜の

星空やカーリング体験，テーブルマナー等が挙げられた。どれも学校や日常では味わ

えない修学旅行ならではの体験だったといえよう。

16.9.　旅行全般で残念だったこと，不満に感じたことについて

旅行中に残念だったことや不満に感じた場面を回答してもらった。

•	班での自由行動の時間が少なかったこと。
•	食べ歩きができなかったこと。周りに誘惑だらけで辛かった。
•	旧軽で閉まっているお店が多かったこと。
•	もっと長い（4泊 5日くらいの）旅行が良かった。
•	食事が静かなのが残念でした。仕方ないけど…。
•	時間が押したこと。
•	試食がしたかった。
•	他クラスとも交流したかった。
•	しおりに「カーリングの持ち物：長ズボン」との記載がほしかった。
•	全体的に見学・体験時間が短かったのが残念だった。
•	アウトレットに行きたかった。
•	温泉に入りたかった。

コロナ禍での旅行で様々な制約が設けられ，我慢を強いてしまったのは致し方ない

ところである。また本番前に下見を実施したが，実際に現地に行ってみると対応が違っ

たり，店が閉まっていたりといった想定外のケースがあった。一部生徒に混乱を招い
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てしまったほか，行程に多くのイベントを詰め込んだため，1 つ 1 つにじっくり時間

をかけることができず，慌ただしい思いをさせてしまったり，時間が押してしまった

りした部分は反省点である。

16.10.　総合的な満足度について

最後に，修学旅行の総合的な満足度について尋ねた。いずれも，4…非常に満足　3

…やや満足　2…やや不満　1…非常に不満　のうち，あてはまるものを 1 つ選んでも

らい，理由もあわせて回答してもらった。

非常に満足 やや満足 やや不満 非常に不満

総合満足度 77.3% 22.7% 0% 0%

「非常に満足」と答えた生徒が 77% だった。その理由を一部抜粋して紹介する。

•	この時期に行けるだけで本当にありがたかったです！！最高の思い出です！！
•	奇跡的に修学旅行ができたことがうれしかったから。
•	沖縄には行きたかったけど軽井沢は軽井沢で本当に楽しかった。すごくリフレッシュできた。
奇跡のタイミングで行けてよかった。行かせてくれてありがとうございました！
•	コロナ禍で制限の多い中でも感染に配慮しつつ修学旅行を楽しめたから。
•	行けただけで満足。仲の良い人と非日常を味わえた感動は忘れられない。
•	まん延防止が出ている中，行くことができ，思い出もできて楽しかった。
•	他校が日帰り近郊で済ます中，宿泊行事ができたから。
•	このコロナ禍でできる，最大限楽しい旅だったと思うから。
•	行けた場所が多く，カーリング体験やテーブルマナーなど貴重な体験もたくさんできたので
良かった。
•	友だちとの仲も深められ，活動内容も比較的楽しかったから。
•	行き先は関係なく，友達と寝食を共にする喜びを感じられたから。
•	楽しかったから。の一点張りで！最高でした！
•	先生方の英断のおかげでいくことができて受験前によい思い出ができました。
•	判断が厳しい中，実施してくださって感謝です。
•	感染予防をしっかりして，感染者が出ることなく，最大限に楽しめたから。
•	行きたかったところや，やりたかったことはあるけど，この情勢の中でできて，友達と泊ま
れただけで満足だった。
•	行けないかもしれないと思っていた修学旅行に行けて楽しかった。

次に「やや満足」と答えた生徒の理由を一部抜粋して紹介する。

•	思い通りとはいかなかったが，楽しく思い出はつくれたため。
•	様々なものが中止になる中で思い出を作れたから。
•	移動時間が長かった。
•	長野の自然史博物館を楽しみにしていた。
•	今まで話したことのなかった友達と接して色々なことが知れた。とても楽しく充実してたけ
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ど，やはり 2泊は短く感じた。
•	全体的に不満なんてなかったです。でも 1つ挙げるなら，確かにためにはなりましたし，やっ
てよかったとも思いますが，和食のテーブルマナーが長かった…
•	友達との時間が多くて楽しかったが，やはり自由な「食」がないのが非常にストレスだった。
•	おおむね楽しかったが，所々楽しめていない人がいると感じた。

全体的に満足・感動・感謝のコメントが多くみられた。実施までの道のりは長く険

しいものだったが，この状況下で今できる最大限の旅行を生徒たちに提供できたと担

任団は自負している。そして，生徒だけでなく引率した我々もまた，コロナ禍でスト

レスフルかつ業務に忙殺される日々を忘れ，束の間の気分転換となったのは私だけで

はなかろう。

17．まとめ

コロナ禍での修学旅行は生徒たちにとって，多くの制約やルールの下で窮屈かつ不自

由な旅行だったに違いない。思いきり羽を伸ばしたい気持ちをぐっと堪えて，マスクの

着用や黙食，密の回避，手洗い・消毒といった感染防止対策に神経を尖らせなければな

らなかったのはストレスだっただろう。それでも，学校の中心的存在となるべき 2 年次

にほとんどの行事が中止となり，部活動もまともにできず，我慢と落胆を強いられてき

た引き換えに，少しでも高校生活の思い出づくりができたならば，担任団としては本望

である。沖縄から急遽行き先を変更したため，訪問地に関する事前学習が不十分だった

り，生徒のモチベーションを心配したりしていたが，「修学旅行」の名の通り，現地では

楽しむだけでなく，意欲的に学びに向かう姿がみられたのは嬉しい限りだった。

一方で，我々教員に目を向けてみると，実施できるかどうか宙ぶらりな状況の中，

準備には通常の修学旅行の 3 〜 4 倍相当の時間と労力と決断力が求められ，相当な負

荷だったのは言うまでもない。日々の感染状況を横目に実施を何度も諦めかけ，心理

的・精神的にも負担や疲弊が少なくなかったのは付記しておきたい。

今回のまん延防止下での修学旅行は保護者の理解が得られた上に，本校が学年 120

名という規模だったからこそ実施できた側面もあるだろう。最終的には一人もコロナ

陽性者を出すことなく，無事に修学旅行を終えられたことに心から安堵している。生

徒の声にもあったように，行事でしか得られない体験や他者との交流，集団で何かを

実践するための協調性や行動力，判断力が今後生きていく上で大切であることは教員

以上に生徒の方が心得ているように感じた次第である。

コロナの出現から 2 年余りが経過した今もウイルスは変異を繰り返し，世界中で猛

威を奮い続けている。今回の旅行で実施したバス車内・食事の円卓テーブルに設置し

たアクリル板やコテージ利用のリスク分散型集団生活はオミクロン株をはじめとする

感染力の強いウイルスには，もはや対策としては不十分なのかもしれない。果たして

以前のような通常の修学旅行を実施できる日が来るのは一体いつになるのだろうか。

生徒にとって，長い人生のうち 3 年間という短く，かけがえのない貴重な高校生活・
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青春時代である。コロナ禍における児童・生徒・学生の学習の保障が叫ばれる中，特

別行事や課外活動も同様に，重きが置かれるべきではないかと考えさせられる。一日

も早くコロナが収束し，これまでの日常生活・学校生活が戻ってほしい。旅行中の生

徒たちの活き活きとした姿やマスク越しの笑顔に，そう強く思った次第である。

最後に，修学旅行を企画・サポート・添乗いただいた近畿日本ツーリストの權田絵

美氏，寛大なご配慮のもと宿泊施設を提供くださった軽井沢プリンスホテル様，アン

ケート調査の集計作業をお手伝いいただいたお茶の水女子大学の稲田真子氏，修学旅

行の引率ならびに写真提供をご協力いただいた本校教諭の朝倉彬氏，そして修学旅行

の実施をお認めくださった本学コロナ対策室に謝意を示し，末筆としたい。

＜出典，参考・引用文献＞

1） 「高等学校学習指導要領解説　特別活動編」pp.88,93 文部科学省　2018 年 7 月

2） 「緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の発令期間と対象地域」

 https://www.kwm.co.jp/blog/state-of-emergency/　2022 年 2 月 2 日閲覧

3） 「修学旅行のための沖縄案内」大城将保，目崎茂和　2014 年 5 月

4）  「コロナ禍における代替行事開催までの道のり−輝鏡祭行事ゼロの危機に直面して−」pp.92 〜 95 

佐藤健太　お茶の水女子大学附属高等学校研究紀要 第 66 号　2021 年 6 月

5）  「旅行関連業における 新型コロナウイルス対応ガイドラインに基づく 国内修学旅行の手引き

（第 4 版） 」公益財団法人 日本修学旅行協会 HP

  https://www.jata-net.or.jp/virus/pdf/2020_domesticschoolexcursionguide.pdf　2021 年 2 月 19 日閲覧

6）  「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～『学校の新しい生活

様式』～ Ver.5」文部科学省 HP　2020 年 12 月 3 日閲覧

7） 「学校行事に関すること Q ＆ A　問 2 修学旅行の実施について」文部科学省 HP

  https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00040.html#q2　2021 年 3 月 16 日閲覧

8）  「コロナ禍の修学旅行の参加実態調査」　損保ジャパン株式会社　2022 年 3 月1日閲覧

  https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2021/20220217_1.pdf?la=ja-JP

9）  「沖縄修学旅行　防疫観光の手引き 〜安全・安心な受け入れをめざして〜」沖縄県・一般財団

法人 沖縄観光コンベンションビューロー

  https://education.okinawastory.jp/wpcontent/uploads/2020/09/70ce10d4074841f98e1778a473ad884f.

pdf　2020 年 10 月 21 日閲覧
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新年度を迎え、改めて修学旅行等の実施に向けた配慮をお願いするものです。 

事 務 連 絡 

令和３年４月１日 

各都道府県教育委員会担当課 

各指定都市教育委員会担当課 

各 都 道 府 県 私 立 学 校 主 管 課 

附属学校を置く各国立大学法人担当課 

附属学校を置く各公立大学法人担当課  御中 

小中高等学校を設置する学校設置会社を 

所轄する構造改革特別区域法第１２条 

第１項の認定を受けた各地方公共団体の担当課 

 

文部科学省初等中等教育局児童生徒課 

教育課程課 

 

 

令和３年度における修学旅行等の実施に向けた配慮について 

 

 これまで各学校や学校設置者においては、コロナ禍にもかかわらず感染拡大

防止のための対策を講じつつ、子供たちのため教育活動を実施していただいて

きたことに感謝申し上げます。 

 さて、新年度を迎え、各学校においては新たな年間計画に基づき、教育活動を

開始されているものと思います。 

 修学旅行等（修学旅行、遠足、社会科の見学、移動教室、体験活動などの校外

で行う活動を含む。）は、子供たちの学校生活に潤いや、秩序と変化を与え、思

い出に残るなど、有意義な教育活動です。現下の状況において、各学校や学校設

置者におかれては、感染状況等を踏まえ、引き続き、感染防止策の確実な実施や

保護者などの御理解・御協力を前提に、実施に向けての特段の配慮をお願いしま

す。 

なお、実施に当たっては、感染防止策の事前指導や、児童生徒や同居する家族

等の健康観察を徹底するとともに、感染状況を見極めながら、仮に当初の計画ど

おりの実施が難しい場合であっても、近距離での実施や旅行日程の短縮など実

施方法の適切な変更・工夫について検討するようお願いします。 

 本件について、域内の市区町村教育委員会、所管又は所轄の学校及び学校法人

に対しても、周知いただきますようお願いします。 

 

（参考）文部科学省ホームページ 

「Q&A（学校設置者・学校関係者の皆様へ）学校行事に関すること」 

    https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00040.html 

 

＜資料 1＞ 令和 3年度における修学旅行等の実施に向けた配慮について（文科省通達）
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＜資料 2＞ プリンスホテル コテージマップ（生徒は 949 〜 960,1001 〜 1020 を使用）



- 143 -

＜資料 3＞ 加入したコロナ保険の例（現在は内容の変更・取り扱いのない場合がある）
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＜資料 4＞ 沖縄事前学習ワークシート例



- 145 -

第 62 回 全附連高等学校部会教育研究大会報告

研究部　　葭　内　ありさ

1. はじめに

令和 3（2021）年度の第 62 回全附連高等学校部会教育研究大会 は，10 月 15 日（金），

10 月 16 日（土） に愛知教育大学附属高等学校を幹事校として開催された。新型コロナ

感染症感染拡大の影響により，オンライン（Zoom）で実施された。本校からは，校長，

副校長，教員 8 名が参加した。

2. 実施概要

【　分科会　】

「地歴公民」・「外国語」・「生活指導」・「附属のあり方」

【　日程　】

第 1日目＜10 月15日（金）＞

第 2日目＜10 月16日（土）＞

入室

9:30 10:00 10:30

9:30 10:30 10:45 12:4512:15

13:30 15:30 16:0012:30

全体会 分科会 1

分科会 3 休憩

※　但し、地歴公民分科会 3 については 9：15 ～開始

講演会 高校部会総会

分科会 2昼食 準備会

【　講演会　】

講演者 : 小林 龍二 氏（蒲郡市竹島水族館 館長）

演 題 : 「弱点を武器に ! 竹島水族館復活から学ぶ 」

【　発表者　】

本校からは下記の 2名が発表を行なった。詳細は次ページからの報告を参照されたい。

　□地歴分科会

　沼畑早苗　「地理総合に向けて ―地域調査をど のように取り扱うか―」

　□外国語科分科会

　平田智子　 「英語表現 I における英語の多様性への理解を深める取組 〜スキット

発表を活用した授業実践〜 」
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地理総合に向けて
―地域調査をどのように取り扱うか―

地理歴史科（地理）　沼　畑　早　苗

1. はじめに

高等学校の地理教育における地域調査は，少なくとも学習指導要領においては一貫

して重視され続けてきたものの，これまで活発に実施されてきたわけではないのが実

態である。新学習指導要領においては，予測困難な時代を生き抜くためは，正解のあ

る問題に効率的に答える力を養うだけでは不十分であるとの危機感から，答えのない

問いを考えたり，課題そのものを自ら発見したり，課題を追究したり解決したりする

活動を取り入れた学習が求められている。

地域調査は，そのような学習を実践する格好の場となる。本校の実践を報告するこ

とで，全国で必履修化される地理総合における地域調査の垣根を低くすることを目的

とした。

2. 本校の実践報告

2015 年度より，従来から実施していた親睦目的の 1 年学年合宿を，「フィールドワー

ク」と位置付け，具体的な体験を伴う学習を実践する場とした。2019 年度は 2 泊 3 日

の行程のうち，半日のみを必修地理 A の地域調査とし，長野県下諏訪町の御田町商店

街において，グループ単位で「地域の防災への取組と課題」に関する聞き取りを実施

した（2020・2021 年度は新型コロナウイルス対策のため中止）。

本校は小規模な学校であるため，地理担当の教員は学校に一人である。そのため，

通常の授業時間の中で 1 クラス 40 名を一人で引率するとなると安全面への懸念があ

るが，学年合宿の中に地域調査を取り入れることで，他の教員の目が届き，不安を克

服できるようになった。学年 120 人で同時に実施するにあたっては，フィールドワー

クの心得や到達目標を記した「評価表」を事前に配布し，生徒自身が事前学習，現地

学習，事後学習のそれぞれの段階において，自分自身の行動を確認できるような工夫

をすることで，現地で地理教員による細かい指導ができないデメリットを補い，自立

的な行動を促すようにしている。

生徒の事後レポートからは，フィールドに出ることで，実際に現地を見なければわ

からないことがあることを実感し，地域の特徴や実態を現実的に踏まえた上で課題を

とらえ直していることがうかがえた。また，一つの大きな課題が解決した地域であっ

ても，全てがうまくいっているわけではなく，地域内において住民間の意見の違いや

時には摩擦があることを見定め，解決に向けた考察も多面的に行うことができるよう

になった。さらに，地域の方たちとの交流や生徒間の議論を通して，課題を発見した

り解決したりする学習の楽しさを知ったり，協働的に学ぶことの価値や社会に貢献し
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たいという意欲を高める効果があることもわかってきた。

3. おわりに	

グループ単位での自立的な地域調査の経験は，普段の授業や 2 年次以降の本格的な

課題研究においても活かされ，持続可能な地域の在り方を自分ごととして考える契機

ともなる学びの大きい活動である。一方で，生徒が毎年同じような質問を繰り返すこ

とが地域の方々の迷惑になるのではないかという懸念はある。マナーをはじめとした

調査倫理の指導は引き続き注意深く行っていくが，地理総合の地域調査を通じて，高

校生を受け入れてくださった地域に何を還元できるのかが今後の課題であると感じて

いる。

【文献】

　 沼畑（2019）高校地理教育におけるフィールドワークの効果，E-journal GEO，Vol. 

14(1) 30-41
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英語表現Ⅰにおける英語の多様性への理解を深める取組
―スキット発表を活用した授業実践―

外国語（英語）　平　田　智　子

1. はじめに

日本の中高の英語教育ではアメリカ英語が主流であるが，グローバルな社会を生き

る生徒たちは，将来アメリカ以外の様々な国や地域で使われる英語，また非母語話者

が使う英語にも多く出会うことになる。昨年度より導入の共通テストでもイギリス英

語が出題され，また様々な accent（なまり）のリスニング音声も出てきた。このよう

な多様性に対応するために，この授業では，多様な英語に触れる機会を与えることで，

将来生徒たちが様々なバックグラウンドを持つ人々と臆することなく英語を使ってコ

ミュニケーションすることができるように，また相手との相互理解をより深められる

ようになる一歩となることをねらいとしている。

2. 授業内容

本取組は，英語表現Ⅰにおいて，全 6 回の ALT との TT で行なった授業である。

最初の 2 時間では，スキット活動に至るまでの前段階として，自作のワークシート

を用いた。まず，ペアで「アメリカとイギリスで，同じ単語が別の意味になるものを

挙げる」というブレインストーミングを行ない，米国と英国の英語の違いを意識させ

る。その後，学んだ意味の違いを会話形式にして，英語で説明するという活動を入れた。

次に，リスニング活動として，同じシチュエーションの，米・英・豪の英語の 3 つの

動画を見せ，どの国の英語かを推測させ，その後それぞれの会話を穴埋めディクテー

ションさせた。その後，3 ヶ国の会話文を違いや発音を意識させながらペアで音読練

習し，数ペアを当ててクラスメートの前で音読を発表させた。この段階で，ある程度

の「違い・多様性」に慣れさせ，スキット作成への準備・心構えをさせることができる。

次の 2 時間で，スキット作成と練習を行なった。生徒たちは，英語が話されている国・

地域を一つ選び，前述の動画の会話を基にして話を膨らませオリジナル会話を作成し

た。この活動では，英語が母語や公用語である国や地域から自由に選ばせることによ

り，興味を持った国・地域の英語を進んで調べるという主体性が育まれ，ペアで話し

合いをしながら現地の英語の特徴を探しそれを効果的に会話に取り入れていくという

ことで，活動を楽しみながら，英語の違いを受け入れる寛容な姿勢を育むことにつな

がっていく。

最後の 2 時間分でスキット発表を行なった。場面は，「日本から引っ越してきた人

が現地に住む隣人と初めて交わす会話」で，双方に地元のお土産を渡し合うという設

定だ。どのペアも人物設定やストーリー構成，お土産選び，演技など創意工夫に富ん

でおり，全部で 15 の国と地域が登場した。教師は各ペアの発表が終わるごとにその
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local English を黒板に書き出し，聞き手の生徒と共有した。

評価に関しては，筆者と ALT およびオーディエンスの生徒は評価シートを持って

おり，5 つの観点（内容，長さ（1 分半以内），発音，ジェスチャー＆アイコンタクト，

完成度＆流暢さ）でそれぞれ 5 点，合計 25 点満点で評価し，パフォーマンステストと

して科目の評価に入れた。ほぼ全てのペアがきちんとセリフを覚え，現地の発音・な

まりを意識しながら発音をした者もいた。ストーリーが面白い発表が多く，聞き手の

笑いを誘っていた。

3. おわりに

この授業は，自分やクラスメイトの発表を通して生徒たちに様々な英語を授業内で

「擬似体験」させることができ，その体験によって生徒は楽しみながら英語の多様性を

学び，より理解を深めることにつながったと感じている。授業後のアンケートでは，「そ

れぞれの多様性を認め，知ろうとする姿勢が大切であると思った。」や，「互いに配慮

して，相手の国や地域の言葉を尊重し合い学んだりすることが大切だと考えた。」，「自

ら進んで様々な英語を学ぶことはとても重要だと考えた」などの記述があり，生徒の

理解が深まっていることを感じた。
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2021 年度第 25 回公開教育研究会報告

研究部　葭　内　ありさ

2021 年度の公開教育研究会では，下記の通り，1 年 SSH（スーパーサイエンスハイスクー

ル）学校設定科目「生活の科学」・「課題研究基礎」，および国語・英語・音楽の 5 つの研究

授業が行われた。詳しい研究授業，研究協議の内容等については，担当者より報告する。

そのほか，筑波大学附属高等学校とのキャリア教育の連携についてのランチョンセミナー

を実施した。講演会では，東京大学名誉教授上野千鶴子氏より，本校の SSH のテーマに

関連したテーマで全校生徒を対象に，9 月 29日（水）に御講演いただき，生徒との質疑応

答を行なった事前録画を公開した。新型コロナ感染症対策を鑑み，オンライン（Zoom）で

開催し，全国より 380 名（本校教員 24 名含む）の参加があった。また，同日に SSH 運営指

導委員会を開催した。なお，公開教育研究会は，2016 年度以降は，３月の SGH や SSH 成

果発表会と兼ねる形で開催してきたため，11 月に独立した形での開催は６年ぶりとなった。

【　研究授業　】

1 年生必修 SSH 学校設定科目 家庭科「生活の科学」・「課題研究基礎」

「科学的視点を多面的に育む授業実践」

　　＜生活の科学＞

　　　「スーパーサイエンスハイスクール家庭科における STEAM 教育

　　　−でんぷんの糊化から見つめるミクロな世界−」 葭内ありさ

　　＜課題研究基礎＞

　　　「テーマをおいた科目横断的授業『グラフ』（数学・情報・生物）」

 阿部真由美，山口健二，朝倉彬，山本夏菜子，松林篤志

　　1 年生　国語総合

　　　「古文入門期における教材のまとめとしてのグループワーク」 畠山　俊

　　2 年生　コミュニケーション英語Ⅱ

　　　「教科書の内容理解を主体的な学びにつなげるプレゼンテーション

　　　　－ Ochako Reuse Project －」　　　　　　　　　　　　 遊馬智美

　　1 年生　音楽 I

　　　「未来を拓く〈音楽力〉の育成 － 1 年半の実践から－」　　　 原　大介

【ランチョンセミナー】

　「筑波大附属高校との学校間連携キャリア教育の展開」

　　 お茶の水女子大学特任准教授　山岸由紀

【　講演　】

　「女性リーダーは何を変えるか？」 東京大学名誉教授　上野千鶴子氏
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教育関係者のみを対象としたアンケートでは，研究授業は「とても有意義だった」

と回答した方が 60.3%，「有意義だった」と回答した方が 39.7% であった。ランチョン

セミナーについては，「良い先輩との繋がりを大切にすることは一つのヒントになり

ました」，「キャリア教育に非常に力を入れているなと思いました」等の感想を頂いた。

上野千鶴子氏の講演には，「気持ちを揺さぶられるお話でした」，「テーマとされてい

た『主体性』を質疑応答に感じることができました」等の感想を頂いた。

第 25 回　公開教育研究会プログラム

1．テーマ：主体性を育む授業づくり

2．実施日時：2021 年 11 月 20 日（土） 9:10-16:00

3．会 　 場：オンライン（Zoom）

9:10-

9:20
受付け・接続確認

9:20-

9:30
開会式・挨拶

研究授業

9:30 【SSH 学校設定科目】

・生活の科学（家庭科）

・課題研究基礎
9:45-

10:30

国語総合

（古文分野）

コミュニケーション

英語Ⅱ
音楽Ⅰ

10:40–

11:25

研究協議

「SSH 生活の科学・課題研究基礎」「国語総合」「コミュニケーション英語Ⅱ」「音楽Ⅰ」

11:25-

12:50

11:35 〜 12:05

お茶の水女子大学特任准教授 山岸由紀

ランチョンセミナー　「筑波大附属高校との学校間連携キャリア教育の展開」

昼休み

12:50-

14:00
SSH 運営指導委員会（オンライン：非公開）

14:20-

15:50

講演

東京大学名誉教授　上野千鶴子氏「女性リーダーは何を変えるか？」

※生徒との質疑応答含む　（事前録画による上映）

15:50-

16:00
閉会式・挨拶
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SSH 学校設定科目
家庭科「生活の科学」における STEAM 教育

−でんぷんの糊化から見つめるミクロな世界−

 葭　内　ありさ

1．はじめに

第 25 回公開教育研究会にて「生活の科学」の授業を公開した。「生活の科学」は

2019 年度より本校が指定を受けている，SSH（スーパーサイエンスハイスクール）の

1 年家庭科必修学校設定科目である。本学に生活科学部がある特徴を活かした科目で

あり，家庭科で扱う，生活の中の身近な事柄を題材として，科学的な興味・関心を育

むことを目的としている。本校では，家庭科を 1 〜 3 年生に 4 単位置いている。必修

「家庭総合」の学習指導要領では，題材を科学的に扱うこと，とあり，従来家庭科で科

学と関連させた授業を行ってきたが，「生活の科学」はより科学的に題材を扱っている。

今回は，年間の様々な授業のうち，年間指導計画の中で初期の授業である，食分野の「で

んぷんの糊化」実験を含む授業を公開し，化学科との連携や，家庭科教育と STEAM

教育の関係について取り上げた。なお，本実践は，11 月 6 日（土）に日本教育実践学

会にて発表し，2022 年 5 月に家庭科教育学会誌 65 巻 1 号に掲載のため，詳細は学会

誌を参照されたい。

2．公開教育研究会案内文

「生活の科学」は，生活に関した身近な事柄を題材に，科学的な興味・関心を育むこ

とを目的とし，年間を通じて様々な題材で授業を行っており，家庭科教員が担当して

いる。お茶の水女子大学や企業等との外部連携を取り入れ，STEAM 教育であると同

時に，家庭科新学習指導要領の「持続可能な消費・環境」とも関連する，サステナブ

ルな視点も大切にした科目である。今回は，でんぷんの糊化を題材に，化学科教員と

も連携しながら，食からミクロな科学的視点を育むことを意図した授業の一部をご覧

いただくとともに，全体の概要を紹介する。

3．実施詳細

日　時 2021 年 11 月 20 日（土）9:30 〜 9:50

　　 　1 年必修 SSH 学校設定科目「課題研究基礎」（理科・数学科・情報科担当）と

同時間枠にて公開し，前半の 9:30 〜 9:50 を「生活の科学」，9:50 〜 10:30 の後

半を「課題研究基礎」の公開とした。

参加者 109 名（本校教員 13 名含む）

 うち家庭科教員 55 名，理科・数学・情報科等教員その他教育関係者 64 名

研究協議 （SSH 生活の科学・課題研究基礎合同）
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研究協議では，最初に研究部長として，本校の SSH 全体概要を説明した後に，「生

活の科学」の年間指導計画の説明と本時における位置付けについて説明を行った。続

いて「課題研究基礎」の授業説明や生徒のアンケート等についての説明を行い，その

後に，SSH 科目全体に対する質疑応答が行われた。質疑応答で「生活の科学」に関わ

るものとしては，今回公開した授業のほか，その他の生活の科学の具体的な内容など

についての質疑応答が行われた。

1 年 SSH 科目（生活の科学・課題研究基礎）に関する参加者のアンケートでは，研

究授業について，「とても有意義だった」59%，「有意義だった」41%とお答えいただいた。

記述式のコメントでは，「講義で説明するだけではなく，実験などの生徒参加型の授

業は生徒にとって印象に残る深い学びになると感じました」，「生活の科学課題研究基

礎で教科間の連携が効果的になされていた」等，体験を通じた生徒の科学的興味関心

の深まりや，教科横断型的な授業のあり方を考える機会となったとの感想を多く頂い

た。

研究協議については，「とても有意義だった」56%，「有意義だった」32% と，88%

が肯定的であった一方，「あまり有意義ではなかった」12% との回答もいただき，オン

ライン開催での質疑応答の方法など，今後の工夫も必要と思われた。研究協議の長さ

については，今年度は，初めてのオンライン開催として，研究協議の時間を通常対面

開催時の 60 分より 45 分に短縮したところ，「適当であった」80%，「短かった」16%，「長

かった」4%，との回答をいただいた。

また，「生活の科学」（家庭科教員担当）と「課題研究基礎」（理科・数学・情報科の

教員担当）の 2 科目を，同時間枠で授業および研究協議を開催することにより，家庭

科教員のほかにも，多教科の教員や教育関係者の皆様にご参加いただき，本校の SSH

科目の公開および意見交換を行うことができたことにより，有意義な研究協議の時間

となり，感謝している。

4．配布資料

配布資料は，以下である。（1）〜（3）を本稿に資料として掲載する。

　（1）学習指導案

　（2）授業プリント

　（3）実験振り返りプリント

　（4） 「生活の科学」年間指導計画（「お茶の水女子大学附属学校園教材・論文データ

ベース」に掲載）

　（5）本校の SSH リーフレット（本校ホームページに掲載）
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１１年年必必修修  家家庭庭科科  SSSSHH 学学校校設設定定科科目目「「生生活活のの科科学学」」  学学習習指指導導案案  

 
「「ででんんぷぷんんのの糊糊化化かからら見見つつめめるるミミククロロなな世世界界」」    

                   家庭科  葭内
よ し う ち

 ありさ  

【日時】2021 年 11 月 20 日（土）9:30~ オンライン配信 
（SSH 学校設定科目課題研究基礎と合わせて 60 分） 

【授業実施・場所】 5~6 月の 2 時間 附属高等学校 調理室 
【指導学級】１年蘭組、菊組、梅組 各 40 名 分級 20 名 
【教科書】「家庭総合 自立・共生・創造」（東京書籍 令和２年発行） 
 
１．はじめに 
 お茶の水女子大学附属高等学校は、2019 年度より文科省 SSH(スーパーサインスハイスクール)に指定
されている。「生活の科学」は、生活に関した身近な事柄を題材に、科学的な興味・関心を育むことを目
的とし、年間を通して様々な題材で授業を行っており、家庭科教員が担当している。本校は、１〜３年次
に家庭科を４単位実施し、１年家庭科には、「家庭総合」（１単位）と、SSH 学校設定科目「生活の科学」
（１単位）を２時間連続で置き、教科内連携を行いながら授業を行っている。 
「生活の科学」は、上述の教科内連携の他、お茶の水女子大学や企業等との外部連携、理科等との他教科
連携を取り入れた STEAM 教育であると同時に、家庭科 新学習指導要領の「持続可能な消費・環境」と
も関連する、エシカル・サステナブルな視点も大切にした科目である。今回は、でんぷんの糊化を題材に、
化学科教員とも連携しなから、食からミクロな科学的視点を育むことを意図した授業の一部をご覧いた
だくとともに、科目全体の概要を紹介する。 
 
２．題材 でんぷんの糊化、分子モデル作成  

 
３．題材の目標 
でんぷんの糊化および分子モデル作成を体験し考察することにより、でんぷんの種類によって異なる特
性に理解を深め、ミクロな科学的視点や科学的興味・関心を育む。  
 
４．題材設定の理由 

食分野の「炭水化物」は、生徒に身近な馴染みやすい題材であり、「生活の科学」に適している。一方、
高校１年生の炭水化物及びでんぷんへの科学的な理解は必ずしも十分ではなく、でんぷん単体での糊化
等の体験は乏しい。そこで、糊化実験や、さらに分子モデル作成の体験を交えて科学的に扱い、調理科学
とも関連させることにより、生徒の新たな科学的視点や、興味・関心を育成できると考えた。また、本授
業は、１年生の家庭科の初期段階の授業であり、早い時期に分子レベルのミクロな科学的視点を養うこ
とは、今後の「家庭総合」および「生活の科学」の他の題材との有機的な繋がりを実現し、年間を通した
学習の基礎となるものである。 
 

（1）学習指導案
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５．指導計画（前後抜粋） 総時数：家庭総合と合わせて３時間 
 炭水化物・・・・・・・・１時間 （家庭総合） 

ででんんぷぷんんのの糊糊化化かからら見見つつめめるるミミククロロなな世世界界・・・・・・２２時時間間（（本本時時））（（生生活活のの科科学学））  
※年間指導計画(評価は９観点)は、URL をお送りした「お茶の水女子大学附属校園教材・論文データベ
ース」に掲載しております。 

 
６．本時案 
（１）題目「でんぷんの糊化から見つめるミクロな世界」  
（２）目標（ねらい） 
 ・でんぷんの糊化を体験し、その仕組みや特徴が理解できる。          
 ・でんぷんついて、科学的な視点を持ち、興味・関心を持つことができる。 
（３）展開 
時間 学習内容・活動 指導上の留意点 教材・教具 

導入 
3 分 
 

挨拶 
【【家家庭庭総総合合ととのの教教科科内内連連携携】】 
●●「「家家庭庭総総合合」」のの前前時時学学習習のの振振りり返返りり  
・家庭総合の炭水化物の糖質の学習の

振り返り 
●本本日日のの流流れれをを知知るる。。 
・前半はでんぷんの実験を行い、後半は
化学科教員と共に分子モデルを作成す
ると知る。 

○実験に相応しい服装・靴の確
認、新型コロナ感染症対策の衛
生・安全確保 
○分級 20 名が６つの実習台に
３~4 名ずつ着席し、少人数で
実施する。 

・プリント・ワ
ー ク シ ー ト 配
布 （ 別 紙 資 料
１） 

展開１ 
16 分 

【【家家庭庭科科教教員員にによよるる講講義義】】  
●●ででんんぷぷんんのの糊糊化化・・種種類類・・食食品品別別含含有有量量
のの違違いいににつついいてて理理解解すするる。。  
・米の成分 
・炊飯の歴史 
・でんぷんの糊化・老化の仕組み 
・でんぷん２種：アミロースとアミロペ 

クチンの分子構造と性質 
・食品によって異なる２種のでんぷん 

の含有量と性質 
・消化酵素とデキストリン 

 
○米全体の栄養素や構造がわ
かるように図で解説する。 
 
 
○アミロースとアミロペクチ
ンの分子構造を解説した後、ど
ちらが粘りが強くなるか、分子
構造から予想させる。 

教科書 p.138 
 
 

展開２ 
35 分 

【【ででんんぷぷんんのの糊糊化化実実験験】】  
・手順の説明 
●●加加水水ししてて観観察察とと予予測測  
・でんぷんに水を加え、観察 

○家庭科教員による指導 
○衛生・安全に注意する。 
○１人１鍋で実験する。 
○実験中は巡回する。 

・ 班 に 事 前 配
布： 
片手鍋、でんぷ
ん３種、ゴムベ
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・でんぷんの糊化の様子を予測 
●各各班班でで観観察察とと予予測測のの終終わわっったたででんんぷぷ
んん AA をを集集めめ、、教教員員がが糊糊化化をを師師範範しし、、生生徒徒
はは観観察察すするる。。  
●●生生徒徒はは片片栗栗粉粉、、ででんんぷぷんん BB をを加加熱熱しし
てて糊糊化化ささせせるる。。３３種種ののででんんぷぷんんののヨヨウウ素素
反反応応をを観観察察すするる。。  
・鍋で加熱し、糊化の様子を観察する。 
・糊化したら容器に戻し、ヨウ素液をか 

け、観察する。 
●●実実験験結結果果ををワワーーククシシーートトにに記記入入  
  

 
 
 
○教員が糊化させたでんぷん
A は容器に戻して班へ再配布
する。生徒が配布された糊化で
んぷん A にヨウ素液をかける
際、班の生徒全員がヨウ素反応
の瞬間を観察できるようにす
る。 
○全班がワークシートを記入
するまで、早く終えた班は調理
台の上を片付ける。 

ラ 、 計 量 カ ッ
プ 、 ヨ ウ 素 液
（ 市 販 の う が
い薬） 

展開３ 
7 分 

●●糊糊化化実実験験結結果果のの共共有有・・振振りり返返りり  
・でんぷん A,B は何かを予測 
・結果の共有 
・白濁と透明のでんぷんの違い 
●●調調理理へへのの応応用用のの解解説説  
・結果プリントを配布し、確認 
  

○でんぷん A,B はそれぞれ何
のでんぷんか、白濁と透明の違
いは何か問いかけ、予測させ
る。 
○振り返り後は、調理台のテー
ブルの上を片付け、分子モデル
作成の準備を行う。 

 
 
・振り返りプリ
ント配布（別紙
資料２） 

展開４ 
27 分 
 

【【化化学学科科教教員員とと連連携携しし分分子子モモデデルル作作成成】】  
●●分分子子モモデデルル作作成成のの説説明明（（化化学学科科教教員員））  
●●ぶぶどどうう糖糖（（ススククロローースス））分分子子モモデデルルをを
２２人人でで１１個個作作成成（（生生徒徒））  
  
●●完完成成ししたたぶぶどどうう糖糖分分子子モモデデルルのの構構造造
をを確確認認（（化化学学科科教教員員））  
●●ぶぶどどうう糖糖分分子子モモデデルルをを繋繋げげててアアミミロロ
ーースス分分子子モモデデルルをを作作成成・・解解説説  
  
  
●●アアミミロローーススににヨヨウウ素素反反応応がが大大ききいい理理
由由をを、、分分子子構構造造をを振振りり返返りりななががらら解解説説
（（家家庭庭科科教教員員））  

○班を組み替え、２人１組とな
り、２班 4 名が１台の調理台に
着席する。 
 
○正しい構造か確認し、誤って
いる場合は指摘し生徒が修正
する。 
○生徒に分子モデルが繋がる
様子が見えるように配慮する。
密になって問題ない場合には、
生徒による結合を体験させる。 
○分子モデルは化学科教員が
主に解説・指導を担当する。 
○ヨウ素反応について、家庭科
教員による解説を行う。 

・分子モデル 
お よ び 解 説 プ
リント：２人に
つき１セット 
 
・ぶどう糖分子
モ デ ル 完 成 見
本：４名につき
１個 

まとめ 
7 分 

●●振振りり返返りり、、感感想想記記入入  
・全体を振り返り、感想を記入する。 

 
○調理台の片付けを終えたこ
とを確認する。 
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7. 教具 
分子モデル：MARUZEN 製 A セット 酸素は別途追加購入 （化学科） 

 
8. 参考文献 
カバリェロ優子，葭内ありさ(2021)，スーパーサイエンスハイスクールにおける緑茶を利用した授業教

材の開発，宇都宮大学共同教育学部教育実践紀要,(8)，437－442. 
文部科学省 高等学校学習指導要領 家庭総合（平成 30 年告知） 
生活の科学年間指導計画 ,お茶の水女子大学附属校園教材・論文データベース , https://kyozai-

db.fz.ocha.ac.jp/search/detail/630（2021.11.15 最終閲覧） 
葭内ありさ（2021),スーパーサイエンスハイスクール家庭科におけるSTEAM 教育, 日本教育実践学会第

24 回研究大会発表論文集, 口頭発表 2021.11/6(土),オンライン. 
葭内ありさ(2022),「スーパーサイエンスハイスクールの家庭科におけるSTEAM 教育 ―でんぷんの糊化

から見つめるミクロな世界一」, 家庭科教育学会誌第 65 巻第 1 号，33－38. 
 
 
 , 
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お茶の水女子大学附属高等学校第25回公開教育研究会2021.11/20（土） SSH学校設定科目 家庭科「生活の科学」資料

１年 生活の科学 炭水化物 １年   組   番 氏名            

◆でんぷんの糊化(α化)と老化(β化) 教科書p138

米粒 ご飯 冷飯

生生ででんんぷぷんん 
(β-でんぷん)

糊糊化化ででんんぷぷんん 
(α-でんぷん)

老老化化ででんんぷぷんん 
(β-でんぷん)

老化防止 急速脱水

せんべい（αでんぷん）

◆アミロースとアミロペクチン 教p.138図５

ぶどう糖が直線状に結合し、らせん構造  ぶどう糖が枝分かれ状に結合し、扇状の構造

粘り(    )                粘り(    )

図１ 米の違い             図２ でんぷんの例

図３ 消化＝単糖（ぶどう糖）へ分解、吸収

再加熱、加水

※でんぷんが短めの多糖類に

分解された状態を

デデキキスストトリリンンという。

（2）授業プリント（P159,160 で B4 １枚として配布）
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感感想想  

お茶の水女子大学附属高等学校第25回公開教育研究会2021.11/20（土） 「生活の科学」資料 

実験 
＜目標＞  
①でんぷんの糊化(α化)を体験しよう！ ②アミロペクチンとアミロースの違いを知ろう！ 
 
＜手順＞ 
① 粉に水 50mlを加えて混ぜ、様子を観察する。 
② 加熱したときの様子を予想する。 
③ 鍋に入れ、木べらで混ぜながら加熱し、糊化の様子を観察する。 
④ 糊化した一部をスプーンで小皿にとり、ヨウ素液を３滴たらし、色の変化を観察する。 
 

 AA  ((                ))粉粉  片片栗栗粉粉  BB  ((            ))粉粉  

アミロース含有量 なし 少 多 

アミロペクチン含有量 ○多 ○多 ○少 

水 50mlを加えた時の様子    

加熱して糊化した時の 

形状の予想 
   

加熱して糊化したときの透明度    

加熱して糊化したときの形状    

ヨウ素反応 
なし・あり 

(      )色 

なし・あり 

(      )色 

なし・あり 

(     )色 

メモ 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ 
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お茶の水女子大学附属高等学校第25回公開教育研究会 2021.11/20(土) SSH学校設定科目 家庭科「生活の科学」資料 

生活の科学 実験のふりかえり １年  組   番氏名            
＜目標＞ 
①でんぷんの糊化(α化)を体験しよう！ ②アミロペクチンとアミロースの違いを知ろう！ 

復習 でんぷん各小さじ 1 に、水各 50ml と熱を加えた糊化（アルファ化） 

＝消化も味も良くなる。 
 

AAももちち粉粉  

ももちち米米ののででんんぷぷんん  

アアミミロロペペククチチンン110000%%  

アアミミロローーススななしし  

片片栗栗粉粉  

（（          ））のの  

ででんんぷぷんん  

BBそそばば粉粉  

そそばばのの実実ののででんんぷぷんん  

アアミミロローースス多多いい  

アミロース含有量 なし 少 ○○多多  

アミロペクチン 

含有量 
110000%%  ○○多多  少 

水 50mlを加えた

ときの様子 

水と粉は分離 

混ぜても時間がたつと 

沈殿する 

水と粉は分離 

混ぜても時間がたつと 

沈殿する 

水と粉は分離 

混ぜても時間がたつと 

沈殿する 

加熱して糊化した 

ときの透明度 
白白濁濁 透透明明  白白濁濁  

加熱して糊化した 

ときの形状 

ゲル化ゆるやか 

とろり 

ゲル化はやい 

ぷるぷる 

ゲル化はしない 

とろり 

ヨウ素 

でんぷん反応 

あまりしない 

赤赤褐褐色色  

あり 青紫 あり 濃濃いい青紫 

★なぜヨウ素でんぷん反応はアミロースが青紫？ 
★なぜ片栗粉は糊化すると透明、そば粉やもち粉は不透明？ 
★他の食べ物のアミロースとアミロペクチンの割合は？→教科書の表 

でんぷんの種類を知って調理にも生かそう！ 

（3）実験振り返りプリント
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SSH 学校設定科目　課題研究基礎
―テーマをおいた科目横断的授業「グラフ」―

理科（化学）　山　本　夏菜子

理科（物理）　朝　倉　　　彬

理科（生物）　松　林　篤　志

数学科　阿　部　真由美

情報科　山　口　健　二

1. はじめに

SSH 学校設定科目「課題研究基礎」は，2019 年度より 1 年次の必修授業として開設し，

観察や実験，データの扱い等，探究活動に必要な科学的知識・技能を融合的・体験的

に学習し，2 年次の「課題研究Ⅰ」につなげることを目的として行っている。数学・物理・

化学・生物・情報の 5 名の教員が 1 年間を通して授業で取り扱うテーマを共有，連携

しながら授業を進めている。また，2 単位の授業を週 1 回 2 時間連続で行っており，1

学年の全クラスを同じ時間に配置しているため，特別講義や実験・実習，プレゼン発

表など様々な授業形態に応じた活動の実施が可能となっている。

2. 授業内容

課題研究基礎では，1 つのテーマを軸に異なる分野の 3 名の教員がそれぞれの角度

からテーマに関連した内容の授業を行う科目横断的授業を年 3 回実施している。授業

のテーマは「数」，「グラフ」，「データ」の 3 つである。

今回の公開教育研究会では，「グラフ」をテーマとして実施した数学「指数・対数②」，

情報「エクセルでグラフをつくる」，生物「暖かさの指数」の 3 つの授業を紹介した。

いずれも 45 分× 2 コマの授業の概要を資料として配布した上で，要点を 15 分程度に

まとめた動画を流した。この科目横断的授業では，教員が 3 週にわたって各クラスを

まわる形で実施するため，クラスごとに学習する順序が異なるのも特徴のひとつであ

る。数学と情報の授業では，どちらも指数関数と対数関数のグラフを題材としている

ため，学習順序に依存しないように説明が重複している部分も多く，それが科目のつ

ながりを感じる機会にもなっている。一方，理論的な内容を扱う数学・情報とは対照に，

生物の授業では実際のデータを用いて手作業でグラフを作成する実習を通して，より

実践的にグラフを活用する方法を学習している。今回，同時に展開されている 3 つの

授業をダイジェストして観たことで，1 つのテーマに対する各分野のアプローチの共

通点や相違点が明確になるとともに，科目間での連携が一目瞭然となった。

なお，研究協議会および参加者アンケートについては，同時間枠で公開した「生活

の科学」の頁を参照のこと。
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2.1. 数学「指数・対数②」

時間 学習内容 本科目で取り扱う上での留意点

15 分 指数関数

・y = a x
について a = 10 として x に整数の値を入

れて表を作成し，グラフを書く。

x は実数で取れることは学習

していないが，簡単に触れて

連続的に扱えることを確認す

るに留める。

10 分 対数の定義（復習）

・対数の定義「ap = M ⇔ loga M = p」の確認。

・指数と対数の変換に関する問題演習の実施。

対数の定義については課題研

究基礎「指数・対数①」の授

業で学習済み。

20 分 対数関数

・ 対数の定義よりy = loga x⇔ x = a y
であるため，

対数関数 y = loga x は指数関数 y = a x
の x と y

を入れ替えたものであることを式の形から見

通す。

・ 先ほど書いた y = 10 x
のグラフに y = log10 x の

グラフを書き込み，これらが直線 y = x に関し

て対称となることを確認する。

・ 指数関数と対数関数のグラフの概形についての

説明。

・ 常用対数（実用的な利用ができる対数関数とし

て紹介）と常用対数表の簡易的な説明。

真数・底の条件は「指数・

対数①」で学習しているが， 
x = a y

という式の形からも 
x > 0 と定義されることを確

認する。

それぞれの関数を描画して 
y = x の直線に関して対称で

あることを確認することに留

める。

変数が大きいものを表すとき

に，対数関数を用いることで

グラフとして可視化できるこ

とを伝える。

20 分 対数の法則

・対数の性質の説明と確認。

・対数の性質を利用した計算演習。

学習内容を対数の性質を具体

的な数値を代入して確認する

ことに留める。

25 分 対数関数の利用～マグニチュード～

・ 科学分野において対数が使用される例として地

震のエネルギーとマグニチュードの関係式　

　　log10E = 4.8 + 1.5M
　　（E：エネルギー，M：マグニチュード）

　を提示し具体的な数値に対しての計算を行う。

＊ マグニチュードから，エネルギー量を概数（桁）で

求める。

＊ マグニチュードの値の変化をエネルギーの変化

に読み替える。

身近な対数関数の事例を持ち

出し，本時での学習した常用

対数や対数の性質を利用し，

様々な科学的事象を説明する

際に利用されていることを実

感させる。
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2.2. 情報「エクセルでグラフをつくる」

時間 学習内容 本科目で取り扱う上での留意点

20 分 グラフ作成の基本操作

・ Excel 上で y = x，y = x2 のグラフを作成し，グラ

フのレイアウトやプロットエリアの調整，マーカー

の設定などの基本的な操作方法を説明

・ Excel のグラフには，さまざまなグラフ要素があ

ることを説明する。授業中では，クイックレイアウ

トで時間短縮している。

Excel で関数グラフを作成する

場合，xと y の 2 変数の対応表

から散布図を使って作成するた

め，実際には点と点を曲線で

繋げた集合であり，厳密なグ

ラフではないことを説明してお

く。

縦横比の関係を意識させる。

45 分 指数・対数のグラフ

・ y = 2 x, y = 10x
のグラフを作成する。

・ 指数関数グラフはそのままだと，x の値が大きくな

るにつれて，y の値が急激に大きくなってしまうた

め，縦軸のみを対数表示に変えると，指数関数

を直線で表すことができる。（片対数グラフ）

・ y = log2 x， y = log10 x のグラフを作成する。

・ x の値が正の値から 0 に近づくにつれ，y の値が

急激に小さくなることを，2 変数の対応表に行を

追加することで確認する。

・ 横軸のみを対数表示に変えると，対数関数を直

線で表すことができる。（片対数グラフ）

・ y = 10x
と y = log10 x , y = 2x

と y = log2 x のグラ

フがそれぞれ y = x に対して対称の関係になるこ

とを確認する。

・ 「対数関数と指数関を片対数グラフにするとなぜ

直線になるのか」を発展的な課題として紹介する。

片対数グラフの軸は 0 が存在

しないこと，1と 2 の距離，2
と 4 距離が同じこと，1と 10
の距離，10と 100 の距離が同

じことをプリントで確認しても

らう。

対数関数グラフは，x の値が 0
以下だと y の値が（実数の範囲

では）存在しないことを，log
の計算問題から確認する。

本当は数式を使って証明する

のが望ましいが時間内の説明

は難しいと思われる。

25 分 指数関数の利用～半減期～

・ 放射性物質の半減期について環境省の配布資料

を提示して確認し，物質の種類によって半減期が

異なることを説明する。

・ 時間 t における放射性物質（半減期 T）の原子

核の残量 N は N = N0 × （ 1/2 ） t/T
で表される。

セシウム 137とセシウム 134 の原子核の残量につ

いて棒グラフを作成する。

「半減期」については 1学期に

化学基礎で学習済み。

Excelを使って，難しい数式を

表せることを体験してもらう。

相対参照と絶対参照を上手く

組み合わせることで，1つのセ

ルの数式をコピーするだけで，

他のセルの数式として利用で

きることの重要さを体験しても

らう。
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2.3. 生物「暖かさの指数」

時間 学習内容 本科目で取り扱う上での留意点

15 分 グラフの描き方

・ 2 年次の課題研究に向けての授業であることを

意識づける。

・ 「軸の意味・単位を書く」「グラフのタイトルは

番号をつけてグラフの下に書く」等，グラフに

必要な情報とその書き方を説明する。

・ Excel で自動出力するグラフには，論文などで

自分の意図した見せ方に適していないものがあ

ることの注意を促す。

生物の内容を利用して「グラフの

描き方」「グラフの使い方」を学

ぶことを伝え，生物の知識につ

いては今回の授業では重要でな

いことを確認する。

参考：東北大学自然科学総合実

験−グラフの書き方

http://jikken.ihe.tohoku.ac.jp/
science/advice/make-graphs.
html

20 分 日本のバイオームと暖かさの指数

・ 世界の植生の紹介。ある地域に存在する植物

や動物などのすべての生物集団「バイオーム」

は地域の環境に適応した特徴をもつため，年

平均気温（℃）と年間降水量（mm）によって

決定される。

・ 降水量が十分ある日本では，年平均気温に比

べて「暖かさの指数」が実際のバイオームによ

り対応していることを紹介する。

・ ある年の「暖かさの指数」をいくつかとることで，

1 次関数の回帰直線を作成し，未来を予測でき

ることを確認する。

生物基礎の植生の知識がないた

め，写真等を用いて視覚的に理

解をしてもらう。

植生の分類名や気候帯も紹介す

るが，垂直分布には言及せず，

名称や気候帯はあくまでも本授

業の共通理解程度に留める。

55 分 バイオームの変化予測〈実習〉

・ 気象庁の HP から，1900 年，1930 年，1960 年，

1990 年，2020 年の各月平均気温に関するデー

タを取得し，それぞれの暖かさの指数を算出

する。

・ スマートフォンや学校の iPad から気象庁の HP
にアクセスし，自分の調べたい地点のデータを

取得する。

・ グラフ用紙に横軸に西暦（年），縦軸に暖かさ

の指数をとってプロットし，回帰直線をひく。

・ 回帰直線の式から自分が調べた地点の気候帯

やバイオームが変化するのは西暦何年頃かを

予想する。

参考：気象庁＞各種データ・資

料＞過去の気象データ検索

https://www.data.jma.go.jp/obd/
stats/etrn/index.php

机間指導を行いデータの取得，

グラフの作成が正しく行われてい

るかを丁寧に確認，フォローを

行う。
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国語総合　古典　古文分野
― 授業の局面別グループワーク ―

 国語科　畠　山　　　俊

1. はじめに

2021 年 11 月 20 日（土）にオンラインで実施された公開授業の報告をする。授業に

はいくつかの場面があり，その時々にふさわしいグループワークが考えられる。例えば，

導入部のワーク，展開部のワーク，まとめとしてのワークが考えられる。通常の授業

ではそのすべてを一教材で行うことはまずないが，せっかくの機会なので，一つの教

材で授業展開に応じてワークを行い，それを編集して公開した。公開時にオンライン

で理解していただけるように必要な資料もすべて付したので，今回も資料を見ていた

だくことで授業の実際を少しでもイメージしていただけることができると考える。

2.　取り組みの実際

2.1. 導入部のワーク

今回の公開授業で取り上げた教材は『枕草子』「五月ばかりなどに山里に歩く」であ

る。まず，タイトルに注目させる。もっとも『枕草子』の場合，冒頭部分をタイトル

としているので，タイトルを読むことと冒頭部分を読むことはイコールである。まず

「五月」の異名を確認し，ついでに一年十二カ月の異名も確認する。一年生であるから

生徒から出て来なければ教師が説明することもあろうがそれでもよい。学校の実情に

よる。次に現代の暦と陰暦との違いを説明する。私はいつも一ヶ月半ほどずれている

と説明している。実感としては一ヶ月のずれでは少々短い感じがしている。さらに「五

月雨」という語を提示し，それが今の暦では六月半ば頃のことであり，つまり「五月雨」

とは「梅雨」のことであると認識させる。そして「梅雨」時に出かけるとはどのような

意味があるかを自由に想像させる。生徒は実にさまざまな想像をして楽しませてくれ

る。特に否定することはない。それぞれのイメージしたものを肯定して，板書しておく。

最後にまとめとして「梅雨」の鬱々とした気分の時に久しぶりに晴れ，陽光に触れる

喜びを感じることがあるのではないかと問いかける。このように教材に入る前にどの

ような場面かを共通認識としておくことは本文の読解にたいへん役に立つ。導入部の

ワークとしてはそのようなものがふさわしい。

2.2.　展開部のワーク

展開部のワークとしては本文読解に関わるものがイメージしやすい。しかし，今回

は文法的な課題でのワークの可能性を探ることにした。今回の教材には助詞の「の」

が多用されている。助詞の「の」にはいくつかの用法がある。それを文法書で確認し

たうえで，教材内にある「の」のすべての用例についてその文法的意味を考えさせた。

実は「の」の主格の用法と同格の用法にはどうにも判別できないものが存在するので
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ある。文法書にも同格の用法はどう確認するかは載っているが，それを適用しても判

別しにくいものがある。今回の「下はえならざりける水の」の「の」などはどちらとも

取れる。それを指摘したうえで，では主格と取る時と同格と取る時にはどのような違

いが生じるかを考えさせると生徒は的確に説明してくれる。主格と取る時は風景全体

に焦点が当たっているように感じるが，同格と取ると「水」が情景のなかでクローズ

アップされてくる。どちらがふさわしいかは好みの問題もあるだろうが，助詞一つの

解釈で文全体の趣が変わってしまうことを体験すると一つ一つの語を大切に考えよう

とし始める。

2.3.　まとめのワーク

近年の，古文を現代文と読み合わせるという風潮を踏まえ，この章段を解説した高

田祐彦氏の文章を読ませ，この文章から読み取れる作者の世界の捉え方について考え

させた。高田氏の文内の「人間と自然との新鮮な関わりによる，自然の新たな姿の開示」

という部分がこの章段の読み取りに資すると考えたからである。もちろん引き歌表現

についての解説であるが，その部分の読解の参考にしたうえで，最後に改めて論文を

読ませ，作者の自然の捉え方について考えさせるのである。作者は視覚・触覚・嗅覚

を使って自然を捉え，それを表現に生かしている。そのことに気づかせると，今後，

自身が自然を多様に捉えることができることになろう。

さらに今回は発展的課題も用意した。「〇〇月ばかりなどに××に歩く」という定型

で始まる創作作文である。2020 年度に初めて行った際は何も指定せずに行ったところ

少なくない生徒が古文で作文した。それを受けて 2021 年度は古文と指定して創作作

文させることにした。古文作文は生徒にはハードルが高いと思われたが，やってみる

と多くの生徒がそこそここなしていた。既習の語や表現を使うなど，復習に役立つの

ではないかというのが行ってみて感じたことである。生徒の創作の実際は資料をご覧

いただきたい。

3.　まとめ

今後，授業の中に生徒の主体的な活動を取り入れることが必要になってくることは

古文や漢文であっても間違いのないことであろう。古文・漢文の授業は授業者が解説

するスタイルが主流である。しかし，やりようによってはそこにもグループワークを

取り入れる余地はある。それぞれの教師が多様な活動を構想する一助となればいいと

考え，今回の公開授業とした。創作作文を古文で行うことはハードルが高いと考える

なら現代語で行うことにしてもよい。肝心なことは季節とそれにふさわしい場面を見

出すことである。それは「春はあけぼの」の段でもうかがわれるように『枕草子』全体

に貫かれているもので，作者，清少納言の自然や社会の捉え方に通じるのである。単

なる読解にとどまらず，今後の自然や社会の生徒自身の見方に刺激を与えるような授

業のあり方でありたい。また，文法のワークのハードルが高ければ，箇所を指定する

ことで作業量を減らすこともできる。それぞれのワークにやりようがある。そしてそ
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のような工夫のもと，多くの方が，多くの学校で生徒主体の授業を実践することにな

ろう。様々な新しい試みが行われていると思うが，それらを広く共有し，共通の資産

として活用できることを願っている。最後に参加してくださった方々の感想の一部を

紹介したい。

・ 今回の教育研究会に参加できて良かったです。古典文法に関しては，教員により

本当に伝え方が様々であると思っていたので，非常に参考になりました。古文作

文を作成させることで，文法の理解，古典への興味も高まると思いました。私も

授業の中で，取り入れていきたいと思いました。

・ 格助詞「の」の用法の識別を考えることが作品の解釈につながる授業がとても印象

的でした。私自身も文法の学習が文法だけで終らないようにしたいといつも意識

して授業を作るように心がけていますが，大変励まされました。また，ペアワー

クの先の展開をどのように工夫するかが課題だと思っていたので，ペアから 4 人

組，8 人組，クラス全体と段階的に大きくして共有していく方法は大変参考にな

りました。

・ 国語を拝見しました。授業内容，構成，生徒への問いかけ・反応と大変興味深く，

また自身の教材研究の視点においても大きな学びを得ました。国語の時間におい

て生徒に考えさせたり気づかせたりするべき核にあたる内容だと思いました。ぜ

ひ自身の授業でも実施させていただきたいと思いました。

・ 「五月ばかりなどに山里に歩く」の前半は「散策中に見るもので自然に重きが置か

れ」後半は「日常生活に自然をからめて」書かれていると，生徒の発言を丁寧に捉

え，場面や視点，五感の違いをはっきりさせていくところが素晴らしかったです。

生徒の発言が最初は本文を正確に捉えていないとしても，吟味していくうちに修

正されていく，これこそ，ことばの授業だと思いました。またペアワークや，作

文発表の 2 名，4 名，8 名，5 名に絞って無記名で作品発表，挙手で 1 位になった

人は名前を公表して，工夫したところを発表してもらうなど，生徒がドキドキニ

コニコするしかけがありました。対面授業の醍醐味を再確認しました。

・ 本校も『枕草子』を素材に古文作文や現代文作文の実践はありますが，畠山先生は

公立校の低学力の生徒の教室経験が長いとおっしゃられて，何度も「言い方は難

しいですが」「語弊がありますが」と前置きされたペアワークへの考え方や，高校

生は語感覚が良くて，様々なポイントで色々なつぶやきをするという生徒観，そ

れを拾ってすりあわせていくのが一つの仕事という捉え方には説得力がありまし

た。助詞の「の」の識別にせよ，「古文らしい」表現にしていく板書にせよ，一つ

ひとつの言葉を吟味して味読の世界を体験してもらう活動は，現代文よりも，文

章の短い古文のほうが向いているのかもしれない，それが現代文の，言語活動の

単元にも意識的に結びつくといいのかもしれないと，今日気づきました。

・ 「生徒にとってハードルが高ければ，ハードルをうんと下げて，一緒に作り上げて

いくという意識で」という言葉に励まされました。
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第２５回 公開教育研究会  国語科学習指導案               資料 1 

お茶の水女子大学附属高等学校 国語科 畠山 俊 

 

1.科 目 名 国語総合（１年次）  

        教科書『国語総合 古典編』東京書籍 平成二十八年三月十日検定済 

        教科書は今年度使用のもの。ただし、授業内容は新学習指導要領に即して 

        デザインした。 

 

2.単 元 名 季節を独自の感覚で捉え、短文を書いてみよう。 

 

3.育成する資質・能力 作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を 

深め、我が国の言語文化について自分の考えを持つこと。 

                      【読むこと オ】 

4.単元の目標 

 

5.具体的な評価規準 

 

6.使用教材：『枕草子』「五月ばかりなどに山里に歩く」 

 

7.本単元における言語活動  

作品の内容や形式について、批評したり討論したりする活動【読むこと イ】 

＊２年次に学習予定の『古典探究』には言語活動例として 

 古典を読み、その語彙や表現の技法などを参考にして、和歌や俳諧、漢詩を創作した 

り、体験したことや感じたことを文語で書いたりする活動【思考力、判断力、表現力 

等 ウ】 

とある。言語活動としてはそれを先取りする意味もあるが、型にはめることにより難易

度を下げて、１年次で活動できるものとなるよう配慮した。 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

古典の世界に親しむ

ために、作品や文章の

歴史的・文化的背景な

どを理解することが

できる。 

【我が国の言語文化

に関する事項 イ】 

作品の内容や解釈を踏まえ、

自分のものの見方、感じ方、

考え方を深め、我が国の言語

文化について自分の考えを持

つことができる。                  

【読むこと オ】 

古典の世界に親しむために、作

者の感じ方について理解を深

め、自分のものの見方、感じ方を

見直そうとする。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

古典の世界に親しむ

ために、文章の文化的

背景などを理解して

いる。 

作品の内容や解釈を踏まえ、

自分のものの見方、感じ方を

見直し、ものごとの捉え方を

広げている。         

古典の世界に親しみ、自分のも

のの見方、感じ方を見直し、新た

な表現の可能性を追求しようと

している。 
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8.「五月ばかりなどに山里に歩く」の学習指導案（全４時間） 

授業内容の概要 

本文を正確に読解し、書かれている対象を自分に引き付けて捉え、自分のものごとの捉え

方を見直したうえでオリジナル作品を創作する。 

 

 

第

一

次 

 

 

 

評価規準 評価方法 

古典の世界に親しむために、正確な現代語訳

をし、そのうえで文章の文化的背景などを理

解している。【知識・技能】  

作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見

方、感じ方を見直し、ものごとの捉え方を広げ

ている。【思考・判断・表現】 

・部分訳の口頭発表 

・参考論文の読み取りをもとにした

現代語訳の記述の確認 

・グループワークの成果発表 

・作者の感性の働き方についての口

頭発表 

 

１

時

間

目 

 

この時間の目標 主な学習活動 指導上の留意点 

・前半を正確に現代語

訳する 

・和歌を下敷きにした

表現を理解する 

 

 

・場面を理解する 

 

・現代語訳する 

 

・「草葉も……」の一文

を引き歌と比べながら

理解する 

・「五月」の季節感、「山里」の意

味を考えさせる 

・「歩く」「つれなし」などの 

古語の意味を正確に捉えさせる 

・「草葉も……」の一文の構造を

正確に理解させる 

・参考論文を読ませる 

 

２

時

間

目   

・後半を正確に現代語

訳する 

・グループワークによ

り助詞「の」の用法に習

熟する。 

 

・表現技法や感覚の働

かせ方を理解する 

 

 

 

 

 

・現代語訳する 

 

・グループワークによ

り助詞「の」の用法に習

熟する 

 

・時節と場所の関わり

を考える 

・作者の感性の働き方

を理解する 

 

 

 

 

   

・現代語訳は配布プリントも参

照させる。 

・グループワークを取り入れ、助

詞「の」の用法に習熟させる 

・一例ずつ用法を確認し、解説し

たものを理解させる 

・時節と場所がふさわしい組み

合わせになっていることを捉え

させる 

・それぞれの場面がどのような

感覚をもとに描写されているか

を考えさせる 

・時間があれば、自分なりのふさ

わしい時節と場所の組み合わせ

を考えさせる 
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第

二

次 

 

評価規準 評価方法 

作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの

見方、感じ方を見直し、ものごとの捉え方

を広げている。【思考・判断・表現】 

古典の世界に親しみ、自分のものの見方、

感じ方を見直し、新たな表現の可能性を追

求している。【主体的に学習に取り組む態

度】 

・記述された作品 

・生徒同士の批評 

・話し合いへの参加のしかた（観察） 

・自作を、最優秀作を参考に改良して

いるかを記述で確認 

 

 

３

時

間

目 

この時間の目標 主な学習活動 指導上の留意点 

・古文作文を行

う 

・既習の語彙や

助動詞等を適切

に運用する 

・作成した作品

の評価を行う 

・他者の作品を

評価する 

・定型に則った古文作文を書く 

 

 

 

・ペアで発表し、どちらがよい

かを話し合う 

・４人グループで良かった２人

が発表し、どちらがよいかを話

し合う 

・８人グループで同様の作業を

行う 

・「〇月ばかりなどに✕✕に

歩く」を定型とする 

・既習古語や既習文法事項を

そのまま使ってもよい 

・どのような点がよかったの

かはっきりさせる 

 

 

 

・選ばれた人の作文をグルー

プで改良する 

 

４

時

間

目 

・最優秀作を選

ぶ 

 

 

 

・自分の作品を

改良する 

・プリントで配布された作品か

ら最優秀作を選ぶ 

・投票、集計する 

・最優秀作を決定し、作者はコ

メントする 

・最優秀作を参考にしながら、

自分の作品を改良する 

・８人グループで選ばれたも

のを１枚のプリントにまとめ

る 

・作者名を伏せて提示する 
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資 料 ３  

『 枕 草 子 』 
「 五 月 ば か り な ど に 山 里 に 歩 く 」 

〇 現 代 語 訳 

五 月 の 頃 な ど に 山 里 を （ 牛 車 で ） 散 策 す る の は 、 と て も 気 持 ち が い い 。 草 の 葉 も 水 も 一 面

に た い そ う 青 々 と し て 見 え て い る と こ ろ に 、 表 面 は ふ つ う に 、 草 が 生 い 茂 っ て い る と し か 見

え な い と こ ろ を 、 ず っ と 、 ま っ す ぐ に 進 ん で 行 く と 、 下 に は な ん と も 言 え ず き れ い な 水 が 、

深 く は な い け れ ど も （ あ り ） 、 供 人 が 歩 く に つ れ て 、 （ そ の 水 が ） 跳 ね 上 が っ た の は 、 と て も

感 動 的 だ 。 

 （ 通 り 道 の ） 左 右 に あ る 垣 根 に あ る 、 何 か の 枝 な ど が 、 車 の 部 屋 な ど の 中 に さ っ と 入 っ て

来 る の を 、 急 い で 手 に 取 っ て 折 ろ う と す る う ち に 、 ぱ っ と 通 り 過 ぎ て は ず れ て 行 っ て し ま う

の は 、 た い へ ん 残 念 だ 。 蓬 で 、 車 輪 に 押 し つ ぶ さ れ た も の が 、 車 輪 が 回 る に つ れ て 、 （ 近 く

に 来 て ） さ っ と に お う の も な か な か 粋 だ 。 

 

〇 用 言 

歩 く カ 四 体  を か し シ ク 終  青 く ク 用  見 え わ た り ラ 四 用   

つ れ な く ク 用  生 ひ 茂 り ラ 四 用  行 け カ 四 已  な ら ラ 四 未  深 く ク 用 

あ ら ラ 変 未  歩 む マ 四 体  走 り 上 が り ラ 四 用  を か し シ ク 終 

あ る ラ 変 体  あ る ラ 変 体  さ し 入 る ラ 四 体  急 ぎ ガ 四 用   

と ら へ ハ 下 二 用  折 ら ラ 四 未  す る サ 変 体  過 ぎ ガ 上 二 用 

は づ れ ラ 下 二 用  口 惜 し け れ シ ク 已  押 し ひ し が ラ 四 未  回 り ラ 四 用 

近 う ク 用 （ ウ 音 便 ）  う ち か か り ラ 四 用  を か し シ ク 終   

 

〇 助 動 詞 

た る 存 体  た る 存 体  ざ り 打 用  け る 過 体  ね 打 已  た る 完 体 

む  意 終   た る  完 体   れ  受 用   た り  完 用   け る  過 体   た る  完 体  

た る 存 体 

 

参 考  『 桃 尻 語 訳 枕 草 子 下 』 橋 本 治 河 出 書 房 新 社 一 九 八 七 年 

 五 月 ぐ ら い な ん か に 山 里 を ド ラ イ ブ す る の 、 す っ ご い 素 敵 。 草 の 葉 も 水 も ず っ と 青 く 見 え

続 け て る ん だ け ど 、 表 面 は な ん て こ と な く 草 が 生 い 茂 っ て る の を ぞ ろ ぞ ろ と 一 列 に 並 ん で

行 く と さ 、 下 は ― ― ど っ こ い 問 屋 が 卸 さ な い ― ― 水 で さ 、 深 く は な い ん だ け ど 、 人 間 な ん か

が 歩 い て く と 跳 ね 上 が っ て 来 る の 、 す っ ご い 素 敵 よ 。 

 左 右 に あ る 垣 根 に 生 え て い る 木 の 枝 な ん か が 、 牛 車

く る ま

の 車 体

ボ デ ィ

な ん か に 入 っ て 来 る の を 慌 て

て つ か ま え て 折 ろ う と す る 時 に 、 す っ と 通 り 過 ぎ て 逃 げ て っ ち ゃ う っ て い う の が さ 、 ホ ン ト 、

す っ ご い く や し い の よ ね 。 

 蓬 が 車 に 押 し つ ぶ さ れ ち ゃ っ て た の が 、 車 輪 が 回 っ て く う ち に 近 く に 引 っ か か る っ て い

う の も 、 素 敵 よ ね 。 
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資 料 ４  
『 枕 草 子 』 「 五 月 ば か り な ど に 山 里 に 歩 く 」 言 語 活 動 古 文 作 文 

                １ 年   組    番 氏 名 

 

・ 「 〇 〇 月 ば か り な ど に ✕ ✕ に 歩 く 」 を 冒 頭 の 一 文 に し て 、 百 字 程 度 以 内 で 、 自 由 に 作 文 し な さ い 。 な

お 。 作 文 は 古 語 で 行 う も の と す る が 、 既 習 の フ レ ー ズ や 文 法 事 項 を 応 用 し て 使 っ て も 構 わ な い 。 

 

・ ペ ア を 作 り 、 完 成 し た 作 文 を 交 換 の う え 読 み 合 い 、 よ く で き て い る と 考 え ら れ る ほ う を 選 ぶ 。 

                 

さ ん                

 

・ ペ ア ２ 組 で ４ 人 組 を 作 り 、 「 よ く で き て い 」 た ２ 人 が 発 表 し 、 ど ち ら の も の が よ い か 選 ぶ 。 

 

さ ん 

 

・ ４ 人 組 を ２ 組 合 体 し 、 ８ 人 組 を 作 り 、 ４ 人 組 の 中 で 選 ば れ た ２ 人 が 作 文 を 発 表 す る 。 よ く で き て い

る と 考 え ら れ る ほ う を 選 ぶ 。 

 

さ ん 

 

・ 選 ば れ た 古 文 作 文 を ８ 人 で ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ す る 。 選 ば れ た 人 の を 書 き 換 え る 。 

・ 最 初 に 作 っ た 自 分 の 作 品 を 改 良 し て み よ う 。 
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資 料 ５ 

古 文 作 文  十 二 か 月 

 

〇 一 月 ば か り な ど に 上 野 に 歩 く 、 い と を か し 。 枝 や 葉 の う へ に 雪 の の る 様 い と う つ く し 。 雪 が つ も り て 、 日 の

あ た り た る は 、 玉 を ま く が ご と く 輝 き け る 。 寒 椿 か ら は 華 や か に 香 り 立 ち の ぼ り て い る 。 

〇 二 月 ば か り な ど に 家 路 に 歩 く 。 い ま だ い と 寒 く 、 道 行 く 人 、 手 、 息 で あ た た め る 、 い と を か し 。 庭 の 桜 い と

お も し ろ く 咲 き 始 め た り 。 す こ し ば か り 行 き け れ ば 向 か ふ よ り 赤 茶 の 動 物 来 た り 。 あ や し が り て 寄 り て 見 る に

そ の 動 物 こ そ 柴 犬 な り け れ 。 名 を ば き ら ら と 言 ひ け る 。 い と う つ く し う て ゐ た り 。 

〇 三 月 ば か り な ど に 土 手 に 歩 く 。 草 葉 も 気 も 渇 き た る 土 手 を 歩 く と 、 風 よ り 梅 の 香 が に ほ ふ 、 い と を か し 。 な

ほ 歩 き て 、 か た は ら に ふ き の と う を 見 付 き て 、 幾 つ か 摘 ん で み る 。 さ て ま た 、 如 何 料 理 す べ き か と 考 え な が ら

歩 く も 、 い と を か し 。 

〇 三 月 ば か り な ど に 山 里 に 歩 く 、 い と を か し 。 車 の 中 に 桜 の 花 び ら の 入 り た る を 取 ら む と す る に 指 の 間 を す り

ぬ け た る 、 い と を か し 。 車 の 外 に 頭 の み 出 し 、 春 の 風 を あ び た る も よ し 。 目 に 何 か 入 っ て く る は わ ろ し 。 

◎ 四 月 ば か り な ど に 竹 藪 に 歩 く 。 筍 と 竹 斑 で 、 短 き 時 に い と よ く 育 つ と な つ か し 。 未 だ 鶯 鳴 き け り 。 筍 を 狩 り 、

や が て 下 山 す る に 、 筍 蒸 し 、 塩 を か け て す な は ち 食 ら ふ 。 山 の 香 と 海 の 香 が 交 ぢ り 、 す ず ろ に 物 悲 し 。 ふ と 、

米 を 見 つ け て 、 食 は ん と す れ ば 、 舌 和 む 。 

〇 卯 月 ば か り に 奥 州 に 歩 く 、 い と を か し 。 奥 州 が 町 、 古 く か ら の 団 子 な ど の 食 べ 物 や 侍 の 剣 、 残 れ ば お も し ろ

し 。 ま た 空 澄 み 切 っ て 北 上 川 が い と 強 く 、 大 き く 流 れ 、 広 大 な る 空 と 川 が つ い て 見 ゆ る 、 い と を か し 。 金 な ど

多 し も を か し 。 行 く 途 中 、 旧 衣 川 舘 を 通 過 す 。 衣 川 館 と 言 へ ば 源 義 経 が 約 千 年 前 の 卯 月 に 失 せ ぬ 所 な り 。 彼 が

臣 の 戦 い や う 、 よ く 考 え る う ち に 満 月 昇 り ぬ 。 

〇 五 月 ば か り に 雨 降 る 町 に 歩 く 、 い と を か し 。 猫 も 鳥 も 少 な く 、 五 月 雨 の 響 き わ た り た る 、 い と を か し 。 草 木

や 道 の い と 艶 め き た る に 、 下 は 波 立 つ 水 の 、 深 く は あ ら ね ど 、 歩 む に 、 足 に 浸 む 、 い と 楽 し げ な り 。 

〇 六 月 ば か り な ど に 浜 辺 に 歩 く 。 日 の 光 、 水 に う つ り 、 輝 く さ ま い と を か し 。 子 ど も ら の 楽 し げ に 遊 ぶ 声 、 聞

こ ゆ れ ば 夏 来 た る こ と 感 じ 、 い と 楽 し く 覚 ゆ 。 ま た 、 昔 覚 ゆ れ て あ は れ な り 。 

〇 七 月 ば か り な ど に 山 に 歩 く 、 い と わ ろ し 。 こ と さ ら に 暑 き 日 に 山 に 登 り た る は 、 い と い み じ げ な り 。 と ま れ

か う ま れ 、 山 の 散 策 地 図 、 疾 く 破 り て む 。 

◎ 八 月 ば か り な ど に 廊 下 に 歩 く 、 お ろ か な り 。 暑 き 日 、 廊 下 を 歩 き け れ ば 、 中 央 に 黒 き も の あ り け り 。 あ や し

が り て 、 寄 り て 見 る に 、 ご き ぶ り な り 。 よ く 見 れ ば 、 二 寸 な る ご き ぶ り 、 瞳 が つ ぶ ら な り 。 

〇 長 月 ば か り な ど に 我 が 庭 に 歩 く 。 暑 さ 過 ぎ 、 や う や う 涼 し く な り ゆ く 外 、 蚊 な ど の 煩 わ し き 虫 少 な く な り に

け る 、 い と こ こ ち よ し 。 上 、 ふ と 仰 ぎ 見 れ ば 台 風 過 ぎ 、 空 青 く 広 が り た る に 雨 染 み て 、 え な ら ざ り け る 地 の 空

色 映 り て 、 い と 青 く 見 え わ た り た る 、 い と を か し 。 

〇 九 月 ば か り な ど に 闇 夜 に 歩 く 、 い と を か し 。 風 は せ う せ う 寒 く 、 上 は い と 大 き 月 が き ら め き 、 足 下 は 闇 深 く 、

遠 方 で は か す か な る こ お ろ ぎ の 鳴 き 声 が 聞 こ ゆ 。 夏 暮 れ て の ち 秋 に な り 。 杪 夏 を 感 ず 。 孤 独 の 淋 し さ も ま た あ

は れ な り 。 

〇 十 月 ば か り な ど に お 茶 大 構 内 に 歩 く 、 い と お も し ろ し 。 黄 金 に 色 づ き し 葉 、 数 多 あ り 。 金 木 犀 の 花 い と 甘 く

薫 り に け り 。 上 を 見 れ ば 銀 杏 の 葉 、 す こ し 風 に 吹 か れ て 散 り に け る 。 小 径 を 長 々 と 縦 さ ま に 行 こ う と す れ ば 、

沓 の 下 に 押 し ひ し が り た り け る も の あ り 。 見 れ ば 、 橙 色 の 実 あ り 。 美 味 な れ ど 沓 の 下 で 匂 う 様 は わ ろ し 。 

〇 十 一 月 ば か り な ど に 田 舎 道 に 歩 く 。 朝 日 の 昇 る を 見 て 、 日 の 光 、 全 面 に 浴 び る は い と 心 地 ゆ き け れ 。 ま た は

き つ る 息 が 白 く な り て 光 が ぼ や け る も い と を か し 。 畑 の 上 を 歩 き て か が や き た る 霜 柱 を 踏 み た る に 霜 柱 の 音 し

つ る は い と を か し 。 踏 み け る も 音 せ ざ る は い と 口 惜 し 。 

〇 十 一 月 ば か り に 紅 葉 の 中 を 歩 く 。 赤 、 黄 、 鮮 や か な る 葉 、 風 に 吹 か れ て 舞 い 散 る 。 そ の 中 の 一 枚 、 池 に 落 ち

て 波 紋 作 り 、 そ れ 繰 り 返 す の ち 、 池 い と 赤 く 異 様 に な る 。 そ の 様 、 い と 美 し け れ ば 、 見 ほ れ る 。 

◎ 十 二 月 ば か り な ど に 表 参 道 を 歩 く 。 い と 美 し き 色 と り ど り の 行 灯

イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

と 数 多

あ ま た

の 妹 背

カ ッ プ ル

見 え わ た り た る に 、 我 は

た だ 一 人 、 心 凄 し 。 か し か む 手 を 温 め て く れ る 人 は な し 。 

〇 十 二 月 ば か り な ど に 雪 原 に 歩 く 、 い と あ や し 。 白 き 深 雪 の 草 原 を 覆 う 様 は 一 度 も 筆 入 れ ぬ 半 紙 の ご と し 。 そ

こ に 足 を 踏 み 入 れ ば 己 の 足 の 型 が つ く こ そ を か し け れ 。 少 し 手 に 取 り て よ く 見 け れ ば 光 を 映 し て 輝 き け る の で

思 は ず 口 に 感 嘆 出 け り 。 
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資 料 ６ 

古 文 作 文 蘭 組  「 〇 月 ば か り な ど に ✕ ✕ に 歩 く 、 ～ 」  

 

１ 八 月 ば か り な ど に 京 に 歩 く 、 い と 暑 し 。 さ れ ど 、 夏 の 京 に も 涼 し さ を 感 じ ら れ る 所 あ り 。 

 秋 に は 清 げ に 紅 葉 す る も み じ の 葉 も 夏 は 青 々 と し た り 。 

 鮮 や か な 色 を し た 平 等 院 と 、 後 ろ に 見 ゆ る 対 照 的 な 色 の も み じ の 葉 の 景 色 は 八 月 の 京 な 

ら で は の 景 色 な り 。 

 

２ 八 月 ば か り な ど に 廊 下 に 歩 く 、 お ろ か な り 。 

 暑 き 日 、 廊 下 を 歩 き け れ ば 、 中 央 に 黒 き も の あ り け り 。 あ や し が り て 、 寄 り て 見 る に 、 ご 

き ぶ り な り 。 よ く 見 れ ば 、 二 寸 な る ご き ぶ り 、 瞳 が つ ぶ ら な り 。 

 

３ 師 走 ば か り に 山 里 に 歩 く 、 い と を か し 。 草 葉 の 雪 を 被 く を 見 れ ば 、 冬 の 訪 来 を 感 ず 。 白 き 地 を 踏 み 跡 を 残 す

音 や 、 快 き 跡 を 並 べ 憎 き 人 の 顔 を 描 く 。 心 の ま ま に 踏 み 荒 し て 、 笑 み を 浮 か べ し 。 あ は れ な り 。 い と 寒 し 。

帰 り て 雪 見 大 福 食 は ん 。 

 

４ 十 二 月 ば か り な ど の あ け ぼ の に 学 校 に 歩 く 、 い と あ し 。 空 気 も 空 も い と 寒 く 、 た だ 息 だ け が 白 く 広 が り た る 。

せ っ か く 憂 き 思 ひ し 布 団 よ り い で し に 、 外 に い づ と も 少 し 進 め ば 精 一 杯 な り 。 げ に 、 寒 き 冬 ほ ど 悪 し き も の

は あ ら ず 。 た だ 、 澄 み し 空 気 を 通 し て 見 る 朝 日 ば か り は 少 し 恋 し き 。 

 

５ 十 二 月 ば か り な ど に 学 校 に 歩 く 、 い と だ る し 。 学 生 も 師 も い と け だ る く 見 え わ た り た る に 、 冷 気 た ま り た る

を 、 長 々 と 授 業 受 け に け れ ば 、 師 の え な ら ざ り け る 顔 の 、 青 白 く あ り た る が 、 学 生 な ど の 学 び に 、 眠 気 を も

よ お し た る 、 い と つ ら し 。 左 右 に あ る 窓 よ り さ し 入 り た る ぎ ん な ん の 香 り が 眠 気 ざ ま し に い と よ ろ し 。 木 枯

ら し に 吹 か れ し も の が 他 所 人 の 頭 に 落 ち る を 見 た る は い と を か し 。 

 

 

 

 

古 文 作 文 菊 組 「 〇 月 ば か り な ど に ✕ ✕ に 歩 く 、 ～ 」  

 

１ 三 月 ば か り な ど に 畑 に 歩 く 、 い と を か し 。 春 立 ち て 雪 は 雨 に 変 は れ り 。 水 玉 の 降 り て 、 傘 に あ た る 音 を 聞 く 。

寒 き に 身 を 縮 め 、 上 を 見 れ ば 、 鳥 の う ら ら か に 飛 び た る 、 い と を か し 。 下 を 見 れ ば 、 草 の 芽 の す こ し 出 で た る 、

う つ く し 。 命 、 春 め く を 待 つ 気 色 な り 。 

 

２ 四 月 ば か り な ど に 竹 藪 に 歩 く 。 筍 と 竹 斑 で 、 短 き 時 に い と よ く 育 つ と な つ か し 。 未 だ 鶯 鳴 き け り 。 筍 を 狩 り 、

や が て 下 山 す る に 、 筍 蒸 し 、 塩 を か け て す な は ち 食 ら ふ 。 山 の 香 と 海 の 香 が 交 ぢ り 、 す ず ろ に 物 悲 し 。 ふ と 、

米 を 見 つ け て 、 食 は ん と す れ ば 、 舌 和 む 。 

 

３ 四 月 ば か り な ど に 目 黒 川 に 歩 く 、 い と を か し 。 川 の 青 、 人 の 衣 服 だ に 桃 色 に 色 づ き た る 、 い と を か し 。 桜 咲

け ど も ま だ 頬 を 撫 づ る 風 は 寒 し 。 頬 を 撫 づ る 風 や さ し け れ ば 、 花 び ら 、 い と を か し 。 

 

４ 六 月 ば か り な ど に 山 の 小 道 に 歩 く 、 い と を か し 。 空 を 見 上 ぐ と 木 の 葉 の 間 よ り 日 差 し を 心 地 、 思 は ず 目 を 細

む 。 耳 を 澄 ま す と 、 蝉 の 鳴 き 声 や 風 に 木 の 葉 の 揺 れ た る 音 の き こ ゆ れ ど 、 い と を か し 。 目 の 前 の 景 色 が さ ほ ど

う つ ろ は ぬ は 徒 然 な れ ど 、 あ る に 視 界 開 け 、 日 の 光 が 全 身 に 降 り 注 が む 感 覚 も を か し 。 

 

５ 十 二 月 ば か り な ど に 夜 道 に 歩 く 。 マ ス ク は あ れ ど 、 酉 の 刻 か ら 亥 の 刻 ば か り の 外 の に ほ ひ 、 鼻 に 寒 き 気 を ま

と は し 、 枯 れ 葉 の 薫 り を 我 の 元 に 運 び こ む 、 い と を か し 。 年 ご ろ 、 マ ス ク あ り て 、 口 惜 し 。 車 に 乗 り て 窓 を 開

け た り す る も を か し 。 
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古 文 作 文 梅 組 「 〇 月 ば か り な ど に ✕ ✕ に 歩 く 、 ～ 」  

 

１ 一 月 ば か り な ど に 冬 の 小 道 に 歩 く 、 い と を か し 。 

足 元 を 見 れ ば 、 犬 の 小 さ き 足 形 の 向 か ふ へ 続 き た り 。 い と ら う た し 。 暗 き 黒 き 夜 に 月 の 光 が 雪 に 届 け ば 、 辺 り 、

銀 天 下 と な り に け り 。 い と う つ く し 。 

 

２ 二 月 ば か り な ど に 家 路 に 歩 く 。 い ま だ い と 寒 く 、 道 行 く 人 、 手 を 息 で あ た た め た る 、 い と を か し 。 公 園 の 桜

い と お も し ろ く 咲 き 始 め た り 。 す こ し ば か り 行 き け れ は 前 方 よ り 赤 茶 の 動 物 来 た り 。 あ や し が り て 寄 り て 見 る

に そ の 動 物 、 柴 犬 な り 。 名 を ば き ら ら と 言 ひ け る 。 い と う つ く し う て ゐ た り 。 

 

３ 十 月 ば か り な ど に 栗 林 に 歩 く 。 栗 と い ふ も の 、 い が あ り て 痛 し 。 さ れ ば そ の い が を 踏 ま ぬ や う に 心 置 く 。 さ

て も の 、 栗 は い と 甘 し 。 さ な が ら も よ し 。 ま た ジ ャ ム に す る も よ し 。 か く ば か り す ぐ る る 栗 に 、 い か で か と げ

あ ら む 。 

 

４ 十 一 月 ば か り な ど に 田 舎 道 に 歩 く 。 朝 日 の 昇 る を 見 て 、 日 の 光 を 全 面 に 浴 び る は い と 心 地 ゆ き け れ 。 ま た は

き つ る 息 が 白 く な り て 光 が ぼ や け る も い と を か し 。 畑 の 上 を 歩 き て か が や き た る 霜 柱 を 踏 み た る に 霜 柱 の 音 が

し て く る は い と を か し 。 踏 み け る も 音 の し な い は い と 口 惜 し 。 

 

５ 十 二 月 ば か り な ど に 表 参 道 を 歩 く 。 い と 美 し き 色 と り ど り の 行 灯

イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

と 数 多

あ ま た

の 妹 背

カ ッ プ ル

見 え わ た り た る に 、 我 は

た だ 一 人 、 心 凄 し 。 か し か む 手 を 温 め て く れ る 人 は な し 。 
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資料 7 

年年度度当当初初、、生生徒徒にに配配布布ししたた資資料料をを参参考考資資料料ととししまますす。。下下部部にに公公開開研研究究会会にに当当たたっっててののココメメンントトをを付付ししててああ

りりまますす。。  
 
1 年 古文 目標と予定 
目目  標標：１ 古文の読解力をつける 
    ２ 古文の語彙力・文法力（用言・助動詞）をつける 
    ３ 作品の時代背景を理解する 
    ４ 鑑賞力と感性を高める 
評評  価価：定期テスト・小テスト・提出物・授業態度 
予予  定定：入門―説話 「検非違使忠明」「絵仏師良秀」「大江山の歌」        
    『徒然草』「丹波に出雲といふ所あり」「ある人、弓射ることを習ふに」  

「九月二十日のころ」 
                                   ＊＊期期末末考考査査  

『伊勢物語』「東下り」（実習生）                    
    『土佐日記』「旅立ち」「帰京」（実習生）  
    『枕草子』「ありがたきもの」                       
         「五月ばかりなどに山里にありく」                     

＊＊中中間間考考査査  
    『徒然草』「奥山に猫またといふものありて」「花は盛りに」     

 『平家物語』「木曾の最期」                     
＊＊期期末末考考査査  

    『万葉集』『古今集』『新古今和歌集』                
    『大鏡』「花山院の出家」「三才の舟」                 
    『伊勢物語』「小野の雪」「狩りの使ひ」                
                                       ＊＊期期末末考考査査  
  〇順序が入れ替わったり、他の教材が入ったりすることもあります。教科書にないものはプリントを配

布します。 
・授業の際は「古典文法」「古語辞典」は必ず、「国語便覧」は必要に応じて持参のこと。 
 「古典文法」「古語辞典」は授業中、いつ参考にしてもよい。 
・文法は「用言の活用」「助動詞」「助詞」「敬語」の順番に学習します。 
・進度が早いので準備を十分行って授業に臨むこと。 
古古文文のの学学習習方方法法    
１）原文を書き写すのも力になります。 
２）授業でやり方は教えますが、品詞分解を行うと文法の力がつきます。 
３）現代語訳は辞書を引きながら自分でやると力がつきます。 
４）授業中は板書以外も（口頭での説明も）メモしておくとよい。 
５）ノートは上の１）～４）が一覧できるようなノート作りが大切です。 
 
 
 間に教育実習生の授業があったが、説話・『徒然草』前半・『枕草子』を入門教材扱いとしています。

今回の古文作文は既習の古文単語・文法事項・言い回しなどを取り入れるという意味で入門期のまとめ

と捉えています。ほかの生徒がそれらを用いて作文をしているものに触れることによっても、既習の知

識が確認されると考えています。このようなことから入門期のまとめとしてこの教材を位置づけていま

す。なお、他の入門期の教材についても言語活動を行っており、それについては本校ＨＰ掲載の紀要（お

茶の水女子大学附属高等学校＞研究＞紀要＞第 66 号）でご覧いただけます。 
（http://www.lib.ocha.ac.jp/oab/33kenkyukiyofk03/listOfIssue.html） 
なお、研究協議にご参加になれない方でご質問等ありましたら、メールをご送付ください。 
hatakeyama.takashi@ocha.ac.jp 
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コミュニケーション英語 II
教科書の内容理解を主体的な学びにつなげる

プレゼンテーション
― Ochako Reuse Project ―

 英語科　遊　馬　智　美

2 年生のコミュニケーション英語Ⅱにおいて 1 学期に行った，教科書の内容理解と

主体的な学びを促すためのプレゼンテーションを取り入れた授業について紹介した。

この授業では全 12 時間で PROMINENCE English Communication Ⅱ（東京書籍）の

Lesson 2 “Come and Visit the Park in the Sky!”を扱った。本文を読み進める中で生徒が

実際に自分で考えたり，調べたりして探究的に学びや思考を深めながら英語を使うこ

とができるように展開を工夫した。

教科書で「廃線」を公園に再利用したニューヨークのハイライン（The High Line）に

ついて読んだのち，より生徒にとって身近である「廃校」を活用した道の駅について

教師がプレゼンテーションを行い，モデルを見せた。生徒は他の廃校活用例を調べ，

グループの中で情報を共有した。そして，“If Ochako were closed, how would you reuse 

the school building?”という生徒自身と関連のある問い与え，お茶高の校舎を自分だっ

たらどのように再利用するかということについて考えさせた。“Ochako Reuse Project”

と題し，「お茶高校舎の再利用法」と「他の廃校活用例」について，4 人グループでパワー

ポイントを使って 5 分間でプレゼンテーションを行うこととした。発表に向けて，文

字数を極力減らし，非英語母語話者にも見やすいシンプルなスライドを作成する方法

を教え，内容・英語表現・見やすさに関してスライドを添削した。発表原稿も事前に

添削し，発表当日には原稿を見ずに，キーワードのみを書いたメモを見るように指示

した。発表では，まず生徒は自分たちが調べた廃校活用例を写真を見せながら紹介し

た。それらを参考に，お茶高を水族館，図書館，美術館，ワクチン接種会場，高齢者

施設などとして再利用することを提案した。他にも，教室でアスレチックをするなど

実現したら楽しそうなアイディアがたくさんあり，他のグループの発表を聞くのも楽

しんでいた。教科書を読んで内容を理解しただけで終わるのではなく，自らが主体的

にリサーチをしたり，アイディアを出し合ったりしながら，本文の内容を自分のこと

と関連させて考え，プレゼンテーションを作りあげる中で，教科書の内容理解がさら

に深まった。また，プレゼンテーションは教科書で習った表現を実際に使ってみる機

会となった。

研究授業の前半では，教科書本文の扱い方について，後半ではプレゼンテーション

の指導について実際の授業の映像を流しながら発表した。研究協議においては，「プ

レゼンテーションをさせる際にどのようにトピックを選んでいるか」というご質問を
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いただいた。また，生徒の発表映像を見て，「生徒がとても楽しそうに発表している

姿が印象的だった」という感想をいただいた。今回の発表のように，生徒の知的好奇

心が刺激され，ぜひ自分でやってみたい，考えてみたい，調べてみたいと思って夢中

になれるようトピックを選ぶようにしている。英語の勉強のために苦しみながら考え

るのではなく，興味のある内容にフォーカスして活動を行っていると付随して自然と

英語を使っている，授業ではそういう生徒の姿を目指している。

参考文献

遊馬智美（2021）．「教科書の内容理解を探究的な学びにつなげる授業」『英語教育』

2021 年 11 月号（pp.66-67）大修館書店．



- 183 -

「GarageBand」を活用した創作活動
―音を圧縮するということ―

 芸術科（音楽）　原　　　大　介

1．はじめに

音楽教育では早くから視聴覚機器の活用がなされてきたが，近年の「GIGA スクー

ル構想」のもとで，ICT 端末等の導入が一気に進んだ感がある。模範演奏を視聴し，

また自らの演奏を録音・録画するなどして，音の組み合わせの特徴を捉え，表現の仕

方を工夫したりするような従来の使用に加え，新しい ICT の機器等は音楽を切り貼り

したり，クラウドを活用して感じたことを友人と共有するといった，より多彩な機能

が搭載されている。

それらは結果的に，音楽教育が音楽を「図形」として，つまり聴覚と視覚をリンク

させながら音楽を聴いたり，音楽の表現を工夫することができるようになるという「新

しい視点」を持ったといえるだろう。

また，ICT 端末が生徒一人一人に行き渡ることは，音楽の学習自体も集団から個

人へと様変わりする内容を含むこととなる。例えば「創作」領域は，本質的に個人的

な活動が主となるため，これまで学校での一斉授業には不向きな内容ではあったが，

ICT 端末を利用することで学習のポートフォリオとしての活用も可能となった。

その反面，ICT 端末の学習においては，その操作方法についての事前説明が必要と

なる場面が頻繁にあり，「創作の授業が ICT 端末の操作方法に終始してしまった」と

いう実践例もしばしば耳にする。つまり，ICT 端末の操作そのものが生徒にとって目

的化してしまい，主体的な学習の内容まで広げることができなくなることも危惧され

るところである。

今回の公開研究会では，一般的に言われているそれらの懸念を逆手にとり，「ICT 端

末の操作そのもの」を音楽の学習として確立できないかと以前から考えていたものを

研究発表させていただいた。ICT 端末を「創作」領域の学習の手段とするのではなく，

「表現」領域として扱うという視点で，特に〔共通事項〕の「音色」の工夫というあたり

に着目し授業構築したものである。

2．教材について

本校においても GIGA スクール構想を受けて iPad が約 50 台用意されており，生徒

が自由に使用できる環境にある。昨年度は音楽の選択者が 50 名であったため一人 1

台の端末をすることが可能であった。

この授業で扱った「GarageBand」は iPad にデフォルトで用意されている無料アプリ

である。上位機種である有料版「Logic Pro Ⅹ」と互換性があり，生徒が学習を通じて

さらに操作に興味を持った場合を想定し，「Logic Pro X」と，さらに「Cubase」につい

ても授業内で紹介をしている。
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「GarageBand」と「Logid Pro X」は，内蔵 MIDI 音源や「画面上」での機能の差はある

ものの，「リバーブ」や「圧縮」機能については，操作性や効果はほぼ同一のものである。

この公開授業では，「GarageBand」のコンプレッサー機能に着目し，「音」を可視化

することで「音を圧縮する」という概念を学習する。

3．題材と題材の目標について

題材：「自作の曲をより良い音にしてみよう！」

題材の目標：コンプレッサー機能の基礎を学び，音を圧縮してより良い音の表現を

目指す。

（学習指導要領：A 表現（2）器楽（イ）および共通事項（音色）を想定した。）

授業内容は「創作」領域の内容も多く含まれるので最終的な評価はそれらも考慮す

るが，公開研究会では以上を題材の目標とさせていただいた。

4．授業構成について（全 10 時間構成）

ここでは，授業で配布したプリントのタイトルを挙げる。

① 「MIDI」企画と様々なコンピュータの「音」

② 「音」が出る仕組み，「音」を記録する仕組み

③ 「GarageBand」のここがすごい！「LIVE LOOPS」と「DRUMMER」機能

④ 「LIVE LOOPS」で中田ヤスタカに挑戦！

⑤ 「LIVE LOOPS」で作曲してみよう。（2 時間）

⑥ （和音の選び方・・・簡単な和声の仕組み）

⑦ ミキシングで音圧を上げよう！（2 時間）

公開研究会はオンライン実施となったため，それぞれの授業回についてあらかじめ

録画したものを再構成し映像で紹介する形で発表した。

以下，配布したプリントの部分抜粋を挙げる。
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5．研究協議会

研究協議会は 15 名の先生方の参加があった。授業における音楽作成ソフトの新し

い活用方法についてご意見をいただくとともに，各校の感染症対策や授業内容の工夫

などを伺った。また「GarageBand」については，iPad を所有していない学校において

同様の授業プログラムが可能かどうか等が話題に上がった。
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第 23 回中学生向け理数一日体験授業報告

三　橋　一　行

中学生向け理数一日体験授業は 1997 年 12 月に第 1 回が実施され，今回で 23 回目

を迎えた。スタート時は理数教育推進委員会が担当する主な催しとして開始され，そ

の後，高大連携プロジェクトに含まれているプロジェクト理数の活動の 1 つとなった。

現在は，附属高等学校の行事となっている。女子校である本校の特色を生かし，主体

的な活動を通して，理数系分野への興味・関心を喚起することによって将来の進路に

関する視野を広げることが目的である。理数離れ，ゆとり教育での学力低下，学力格

差など，現在の教育現場では，問題が山積みである。かつて資源に乏しい日本は，技

術によって国を発展させてきた。今後も技術によって国を支えていくことは必要であ

ろう。その基となるものが理数分野の教育である。この分野への興味・関心が薄れて

いることは問題である。理数離れの原因の一つは，試行錯誤して自分たちで何かをつ

くるという経験が少ないことである。少し発展的な内容に挑戦し，試行錯誤する練習

の一機会として，この授業が提供できていれば幸いである。また，昨今の教育界では

理系女性の育成に力を入れている。その面からもこの授業は貢献できているであろう。

令和 3 年度理数体験授業の概要について，本校のホームページに掲載された講座紹

介文と当日，受講生に記入してもらったアンケートの集計結果も続けて掲載しておく。

また，各コースの詳しい内容については，それぞれの担当者から報告がある。

なお，今回は新型コロナウィルス感染症防止対策として，受付時の密を避けるため，

時間差をつけて登校してもらうことにした。また，受付について，miraicompass（ミ

ライ コンパス）による申込みを導入した。8 月 28 日（土）開催予定であったが新型コ

ロナウィルス感染症対策のために開催日を 12 月 18 日（土）に延期し，受講対象者を

中学 3 年生女子に限定して少人数で行うことになった。校舎改修の影響もあり，2018

年夏の開催から 3 年ぶりの開催となった。

［HP 掲載内容（抜粋）］

すこし背伸びをしてみませんか？もしかして，いまやっている勉強がずっとよく見

えてくるかも！ちょっと古風な校舎の中での授業も面白そう！好奇心旺盛で意欲に満

ちたあなたに，新鮮な感動をプレゼントします。

私たち“お茶高”の教員は，今年も中学生の皆さんとの授業を楽しみにしています。

日時  2021 年 8 月 28 日（土）　→　2021 年 12 月 18 日（土）

 前半の講座（物理，化学，生物）

 ◎ 9：30 受付開始 　10：00 ～ 11：30 授業

 後半の講座（数学①，数学②，情報）

 〇 10：00 受付開始  10：30 ～ 12：00 授業
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場所 お茶の水女子大学附属高等学校

対象 中学 3 年生の女子

 （※中学 1，2 年生は対象にはなりません。ご了承ください。）

内容  下記の 6 つのコース（定員は各 8 ～ 16 名程度）に分かれて実験，実習，講

義を行います。

申込方法 miraicompass（ミライ コンパス）による申込み

［各コースの内容］

数学①コース：『ハイレベル数学をさら～っと！』（定員 16 名） 三橋 一行 教諭

＜問 1 ＞罹患率 0.01％の感染症に対し，98％の確率で陽性が判明する検査がある。

もし，A さんの検査結果が陽性ならこの感染症に罹患している確率は？＜問 2 ＞「1

＋ 1 ＝ 2」を証明せよ。＜問 3 ＞　2000 の 2000 乗を 12 で割った余りを求めよ。これ

らの現実的，哲学的，受験問題的な問いに対して，少しだけ（？）背伸びした公式，

公理，定理を使って，みなさんと一緒に解いてみます。今後の人生に役立つこと間違

いなし！？

数学②コース：『折り紙で数学しよう』（定員 16 名）

 阿部真由美 教諭　十九浦 美里 教諭

幼いころから遊びとして親しんできている折り紙，数学が隠されています。これま

で学習してきた数学の知識を活用して，折り紙に隠された数学を読み解いたり，数学

を活用して折り方を考えたりしていきたいと思います。

物理コース：『光の世界』をのぞいてみよう（定員 16 名） 朝倉 彬 教諭

「光」はみなさんにとって普段何気ないものになっていて，なくてはならいものです

よね。でも，実は想像とちょっと違うのが「光の世界」なのです。「光」をもっと知っ

てもらうために様々な実験とちょっとした工作をして「光の世界」を体験してもらい

たいと思います。

化学コース：『分離いろいろ － 性質の違いを利用しよう －』（定員 12 名）

 山本 夏菜子 教諭

いくつかの物質を混ぜ合わせるのは簡単ですが，混ざっているものを分けるのは大

変ですよね。そこで今回は，物質の性質の違いを利用した様々な実験で，混合物から

純物質を分離する方法を体験しましょう！

生物コース：『血液はどのような液体か？』（定員 16 名） 松林 篤志 教諭

動物の体には共通して血液が流れ，生命を担っています。そのため，血液の中に生

命を知るヒントがあるのではないかと，人々は古くから関心を持っていました。現代
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を生きるみなさんは血液が細胞成分と液体成分によって構成されていることを知って

いますが，このコースでは動物の血液を実際に使って，昔の人々の驚きを追体験して

みましょう。

情報コース：プログラミングでロボットを動かそう（定員 8 名） 山口 健二 教諭

現在，さまざまな分野で情報化が進んでいます。情報化が進むことで今まで人間が

行っていたことをロボットが代わりに行うようになります。その際，ロボットを人間

の指示どおりに動かす必要があります。実は，この指示はプログラミングという技術

を使って行っています。この授業では，ArTeC や Robotist といったロボットプログラ

ミングキットを使い，プログラミングをして自由自在にロボットを動かしてみたいと

思います。

［アンケート集計結果］	

記述欄の回答

『理数体験授業にどんなものがあったらよいと思いますか？』

•	 理数科目だけでなく英語や国語，社会も体験してみたいです。
•	 今回のように日常と結びつく数学についての授業がいいです。
•	 特にありません。
•	 今日のような高校の知識を楽しく予習できるもの
•	 単位計算について。接弦定理について
•	 宇宙を探検しよう～宇宙の過去と未来～
•	 古文や倫理
•	 今の内容でとてもたのしいです。
•	 英語
•	 持って帰れるようなもの
•	 学校についての説明
•	 原子などについて
•	 組み立てをもっとやってみたいです。
•	 実際の授業見学

� 以上
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［授業の感想］（原文のまま掲載）

＜数学①＞

•	 ありがとうございました！
•	 学校の雰囲気を見ることができて嬉しかった。先生のお話が思い白くてとても楽しかった。
•	 例えがわかりやすくとても面白かったです。
•	 補足の話（モンティホール問題の話やいろいろな数学者の話など）普段は聞くことができない話を多く聞
くことが出来て楽しかった。参加して良かった。

•	 慣れていない斬新な発想ばかりでしたが，それをわかりやすく嚙み砕いて授業してくださったのでとて
も面白かったです。

•	 私は数学が一番好きだが一番苦手なので，今回参加することでもっと好きになって苦手でもがんばれる
ようになりたいと思った。かなり面白い内容で，合同式の話は適当な数で試してみたいと思った。やっ
ぱり難しいが，授業を通してより数学が好きになれたので良かった！（もっと受けたいなとも思う‥‥）

•	 今まで，第一志望として目指してきてはいましたが，実際校舎の中に入ったことがなかったり，身近に
通っている人もいなかったりして想像の中のどこか遠くの場所にあるような感じがしていました。しか
し，今日の授業中に先生が「お茶高では・・・」とたくさんのことをお話ししてくれて未来の自分の姿が
見えたような気がしました。楽しかったです。ありがとうございました。

•	 中学校でならうような数学とは全く異なるもので，とても面白かったです。高校についてもお話しして
いただいて，良かったです。

•	 私は数学が苦手なので，高校入学後に授業についていけるか楽しく学べるのかが少し不安だったので，
今回この講座を選びました。最初はついていけるか不安だったけれど，授業が始まるととても楽しんで
受けることができました。内容はやはり少し難しいものでしたが，とても興味深く，面白いと感じました。
講座の内容に関連したお話を聞くことが出来て数学への抵抗が少しなくなりました。よりお茶高へ入学
したいと思えた 1時間 30分でした。ありがとうございました。

＜数学②＞

•	 折り紙と数学を結び付けたことはいままでになかったのでとても面白かったです。最後の角度の問題は
少し難しく感じましたが高校でどんなことを学ぶのか少しわかり，より高校の数学が楽しみになりまし
た。

•	 いつもは考えてみない視点から，数学を学ぶことで，数学に興味を持つことはできました。黄金比や白
銀比など，すごく楽しかったので時間がすぎるのがあっという間でした。

•	 どのコースも気になって，どれを受けるか迷いましたが，とてもわかりやすく楽しい授業で受けて良かっ
たと思いました。より通いたいと思えるような授業でした。

•	 少し，難しく感じる場面もありましたが，おもしろい授業もあり，しっかり理解できました。身近なこ
ととのかかわりもわかり，日常生活とむずび付けて考えることができました。楽しかったです。ありが
とうございました。

•	 とてもたのしくわかりやすい授業でした。違うコースも参加してみたくなったし，学校にた入りたい気
持ちが強まる良い機会でした！学校もきれいで落ち着いた雰囲気が感じられ先生方もすごく良い方々で
参加できて本当によかったです。

•	 楽しかったです！ありがとうございました。
•	 楽しかったです。
•	 とても楽しい体験授業でした。内容も少し考えれば解けるくらいだったので，面白かったです。数学っ
て面白いなあと思いました！

•	 身近な折り紙でいろいろなことが証明できて，とても楽しかったです。ありがとうございました。
•	 数学は苦手意識がありましたが，とても楽しむことができました。ありがとうございました。
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＜物理＞

•	 とてもたのしかったです。貴校には初めて来たのですが，実際に訪れて，ますますか通いたくなりました。
•	 難しかったけれど，光について深い知識を得ることができた。実験も楽しかったし，何より自分の手で，
目で，体験できたことが嬉しかった。

•	 とても楽しかったです。この学校に入れるよう努力します。
•	 今日の授業 1時間で身の回りの光に興味をもてたし，すごく考えさせられ，楽しかったです。
•	 私は，理科が苦手で，特に物理が苦手です。最近科学や生物を克服してきて物理だけ残っていたので別
のコースにすればよかった・・・と思っていました。しかし，自分がしっていることを活かして興味をもっ
て思考することができました。来てよかった。

•	 中学校で学んだ知識を深堀できて，今までよりも理科の世界に興味がわきました。普段触れない道具を
初めて触り，遊ぶように光の世界を体験でき，楽しかったです。

•	 知らなかったことを知ることが出来て非常に面白かったです！ありがとうございました。
•	 小学校のころから，色や光に興味をもって自由研究などもやっていたので，さらに深いないようを学べ
てとても面白かったです。ありがとうございました。

•	

＜化学＞

•	 もしも，この学校にうかったら学校生活はとても楽しいものになると感じました。とても面白かったです。
•	 化学が好きではなく，好きになれるきっかけになればと思い，受講しました。とても楽しく，積極的に
取り組めたので良かったです。

•	 知らないことがたくさん知れて，本当に楽しかったです。
•	 知っている知識をつかったり，新しく知ったりしながら実験出来てとても楽しかったです。
•	 とても面白い授業でした！はじめは少し緊張しましたが，実験するにつれ，とてもわくわくするように
なりました。またここでの授業が受けられるようになりたいです。

＜生物＞

•	 設備が整っていて面白かった。
•	 近くの人と気軽に話すことができ，先生も優しくわかりやすい授業をしてくださって楽しかったです。
•	 とても楽しかったです！丁寧に授業をしてくださり，ありがとうございました。
•	 理科を良く分からない私でもわかるくらい丁寧でした。ありがとうございました。
•	 楽しかったです。ありがとうございました。
•	 楽しく実験して学ぶことができました。ありがとうございました。
•	 実際に見たり作ったりすることで，知識以上のことを得られたと思いました。ありがとうございました。
•	 とても楽しく分かりやすい授業でした。この学校ならではの魅力を知ることもでき，とても楽しかった
です。

•	 中学校では経験できて，とても勉強になったし，楽しかったです。ありがとうございました。（原文のまま）
•	 とても面白い授業でした。
•	 とても面白かったです。先生方の説明もわかりやすく丁寧で，少し驚きました。今日はありがとうござ
いました。

•	 先生の説明なども分かりやすく，設備もしっかりしていて良いと思いました。

＜情報＞

•	 とても楽しかったです。この学校で学べたらいいなと思いました。少人数だったので一人一人丁寧に対
応してくださいました。

•	 ロボットを動かしたことはあるけど，そのプログラミングの細かい内容を見るのは初めてだったので，
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面白かったです。
•	 中学校の授業よりも発展した内容を聞くことが出来て面白かったです。自分で 1からプログラミングを
組んでみたいと思いました。校舎を見ることができて楽しかったです。ありがとうございました。

•	 実際にロボットを使って体験出来て楽しかったです。高校になってもっといろいろなことを学んでやっ
てみるのが楽しみになりました。また，実際の教室をつかうことで入学したときのイメージができました。

•	 普段は触れないプログラミングを体験出来てとても楽しかったです。ゲームのプログラミングをしたこ
とはありましたがロボットを動かすのは初めてでしたので良い経験になりました。ありがとうございま
した。
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数学①コース：ハイレベル数学をさら～っと！

 数学　三　橋　一　行

1. はじめに

今年度の数学①コースは，次のような内容で行った。

「数学①コース：『ハイレベル数学をさら～っと！』（定員 16 名）

＜問 1 ＞　 罹患率 0.01％の感染症に対し，98％の確率で陽性が判明する検査がある。

もし，A くんの検査結果が陽性ならこの感染症に罹患している確率は？

＜問 2 ＞　 「1 ＋ 1 ＝ 2」を証明せよ。

＜問 3 ＞　 2000 の 2000 乗を 12 で割った余りを求めよ。

これらの現実的，哲学的，受験問題的な問いに対して，少しだけ（？）背伸びした公式，

公理，定理を使って，みなさんと一緒に解いてみます。今後の人生に役立つこと間違

いなし！？」

＜問 1 ＞はベイズの定理を用いて解く問題であり，最初の直感を裏切る結果となる。

その原因を考え現実にこういった状況になった場合，数学的に冷静に考えてみる必要

があることを体験できるだろう。＜問 2 ＞はペアノの公理に基づいて証明することに

なる。証明自体は非常に簡単である。しかし，受講生にとっては自然数は当たり前な

ものとしてとらえられているので，その自然数さえ公理として厳密に定義していかな

いと証明ができないのである。また，証明ができることとその内容が理解できるとい

うことは別物であることを体験してもらうことになる。＜問 3 ＞は合同式の法則を学

び即応用してもらう体験をすることになる。

数学の問題として，解決への意欲を高めるには，

①　日頃の生活に関係する身近な問題

② 　誰もが知っているものでもその理由を改めて問われると疑問が生じてしまう問題，

③　これまでに数学の問題を解く過程で悩んだことがある問題

などの要素を含むものが効果的であると考える。今回の問題はこの点を考えて選出

している。なお，今年度も「一日理数体験授業」は夏休みの終わりごろに開催するよ

ていであったが，COVIT19 による感染症予防のため，12 月に開催時期を遅らせ，参

加対象も「中学 3 年生の女子」（これまでは，1 ～ 3 年までの中学生女子が対象）となり，

学力差がかなり狭まったので授業は行いやすいものとなった。

2.　実際の授業

授業で用いたパワーポイントのスライドを以下に示し，授業ごとにコメントを述べ
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ておく。

スライドは抜粋である。各問題を提示したあと，個人で考える時間を用意した。また，

穴埋め形式で，ヒントを与えるスライドも用意していた。

① ②

③　　　　　　 ④

⑤ 　 ⑥

＜ Q1 のコメント＞

④のスライドにある通り，ベイズの定理は樹形図によってわかりやすく説明できる

ことに気付いた。樹形図で表現できれば，中学生にとっても大変分かりやすいものと

なる。当日は式による説明も行ってみたが，理屈はわかるが，釈然としない様子であっ

た。樹形図で説明すると，わかりやすくなり，信じられない結果になっていても，考
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え方は正攻法で単純なものであることが理解できたようである。つづいては，1+1 ＝

2 の証明である。

⑦　　　　　　　　　 ⑧

⑨　　　　　　 ⑩

＜ Q2 のコメント＞

上の「1+1 ＝ 2 の証明」は，証明自体の理屈はほとんどの生徒がりかいできていた

ようである。ただ，自然数を公理として厳密に定義することや，加法（足し算）とは

何かなどきちんと約束されなければ，証明ができないということ。証明の理屈が理解

できたとしても，それを受け入れられるかどうかは別物であるということを実感でき

たようである。

⑪　　　　　 ⑫



- 196 -

⑬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭

⑮

＜ Q3 のコメント＞

合同式は，高校1年生の数学Aの内容として扱われる。そういった内容であるためか，

この問題が一番，受講生の喰いつきがよかった。すぐに合同式の定義・性質を利用で

きるようになった。深い理解はこの短時間で無理であると思われるが，例題を示した

後はかなり思い通りに活用できていたようである。

3. おわりに

上で，紹介したスライドは，実際に授業で使用したもののうち説明にもちいたもの

である。実際は，この間に，問題の答えを得るために，穴埋め形式のスライを用意し

たり，配布プリントを利用して，立式，計算，答えの意味を考えるなどを促し，記入

をさせた。

日頃の数学の勉強では，問題を解くことに限定して学習を進めている生徒が多かっ

た。そのため，今回のように，普段より複雑な現実場面が出てきたり，まだ知らない

数学の公式や思考の手順，数学の歴史に触れるなどして授業をすると，「これまでの

数学とは全然違う」と感じるようである。アンケートや授業後の質問の様子からもそ
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のような話が出てきていた。数学の学習は問題に取り組むことだけではない。しかも，

受験勉強のようにパターンを身に着けて，それを活用して問題を解くようなものだけ

ではないのだ。数学を日常のもの周りの問題解決のための道具の一つとすることもで

きるし，数学自体が時代とともに変化し進歩してきたのである。したがって歴史もあ

るし，色々な数学のアイディアを最初に見つけた人間もいるのである。そういったこ

とも含めて，数学にかかわること全体を見ていくことは「本物の数学」を学ぶきっか

けになったり，数学学習の動機の強化につながる可能性がある。

私自身はとしては「ベイズの定理を樹形図で説明できるのではないか」という仮説

を見つけることができた。本当にすべての問題を解けるのかはわからない。しかし，

これは，意外であった。また，樹形図にしてしまうと，状況がわかりやすくなったと

同時に至極当たり前のことを計算していることがわかる。今後，研究を進めていきた

いと考えている。
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数学②コース：折り紙で数学しよう

 数学科　阿　部　真由美

 十九浦　美　里

       

1. はじめに

今回は授業時間 90 分の中で，折り紙を用いた 2 つの題材を扱った。前半では，折

り紙を用いた白銀比および黄金比の長方形の座布団折りをテーマに，後半では，正五

角形の一刀切りと三角比をテーマに授業を行った。中学 3 年生を対象としているため，

中学での学習内容については予備知識を教えることなく授業を展開していけることを

想定し，後半で高校数学の内容にも触れるように構成した。また，すでに学習済みの

知識を使って，参加者が各自で考えたり，計算したりする時間をとるようにした。実

施日の変更のため予定より当日の参加が減ったものの，3 年生 11 名の参加があった。

2. 白銀比と黄金比

黒板に正方形と 3 種類の長方形（縦と横の辺の長さの比が 1：2，白銀比，黄金比）

を座布団折りした折り紙で提示し，どの四角形が好みか挙手してもらった。

投票数を黒板にかき，あとはその理由を隣同士で共有し，その後で，どのような特

徴の長方形であったかを説明，前半は，白銀比と黄金比の長方形について考えるとい

う目標を提示した。

①　白銀比の長方形

半分に折ると，元の長方形と相似の関係にある長方形

長方形の縦の長さを 1，横の長さを x とくと，

　1：x ＝ x：1

より，2 次方程式を立ててそれを解くと x が求まり，1： 2 となる。

②　黄金比の長方形

（縦の長さ）：（横の長さ）＝ 1：x（ x ＞ 1）

の長方形から，縦の長さ（一辺の長さが 1）の正方

形を切り取ったときにできる長方形が，元の長方形

と相似の関係にある長方形

このとき， 1：x ＝（ x － 1）：1

	 x（ x － 1）＝ 1

	 x2 － x － 1 = 0

1 

1  −1x

x

x

 

1 ± 5
2

＝

x ＝

1+ 5
2
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この 2 次方程式を解くと

1 

1  −1x

x

x

 

1 ± 5
2

＝

x ＝

1+ 5
2

x ＞ 1 より

1 

1  −1x

x

x

 

1 ± 5
2

＝

x ＝

1+ 5
2

③　白銀比と黄金比の座布団折り

白銀比の座布団折り

1 ステップずつ，【図 1】→【図 2】→【図 3】の流れで折り方を説明しながら，一緒

に折っていく形で座布団折りを行った。全員が折れたことを確認した上で，紙を広

げて，その折り図をもとに折った長方形座布団の辺の比が 1： 2 　（白銀比）になっ

ているかを確かめていくという流れで進めた。
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【図 1】

A D

F

B P C

【図 4】

A D

P

B

E

CH

G

F【図 2】

DA Q

R

B CP
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【図 3】

GE

【説明の流れ】（記号は【図 1】【図 2】より）

BE は∠ DBC の 2 等分線であるから，

角の二等分線と比の定理より

CE：ED ＝ BC：BD ＝ 1： 2

  △ CEH，△ DFE はともに直角二等辺三角形で

あるから，△ CEH ∽ △ DFE でその相似比は，

BC：BD ＝ 1： 2

したがって，それぞれの斜辺の比についても，

 EH：FE ＝ 1： 2  であり長方形 FGHE は白銀

比の長方形となる。

角の二等分線と比の定理はヒントとして与えが，その後は，試行錯誤しながら，そ

れぞれ一生懸命考えており理解できいていたように感じる。
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黄金比の座布団折り

【図 4】→【図 5】の流れで，一緒に 1 ステップずつ折り方を確認しながら折り，長方

形の辺の比が黄金比になっているのか確認してみよう，と提示した。

流れが 1 度つかめているので，すぐに折り図をみながら考える態勢になったが，

白銀比の場合より難しいため，途中からヒントをだしながら，全体で進めていく形で

進めた。
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【図 1】
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【説明の流れ】（記号は【図 4】【図 5】より）

AP は∠ BAF の 2 等分線であるから，角の二等分線と比の定理より

EG：GF ＝ AE：AF ＝ 1： 5  ………… ①

また，EG： BP ＝ AE：AB ＝ 1：2 …… ②

①，②より，EG＝ 1とおくとBP＝ 2　さらに，

QD＝CP＝BC－BP＝EF－BP＝（1＋ 5）－2＝ 5－ 1

△ DQT，△ AQR はともに直角二等辺三角形であるから，

△ DQT ∽ △ AQR

その相似比は，DQ：AQ ＝ QD：BP ＝（ 5 － 1）：2 ＝ 1：

 

:        

 

→              → 
A 

O 
 

C  

B 
O 

 

C 

切る 

A 

O 
 

C 

1 + 5
2

1 + 5
2

よって，それぞれの斜辺の比についても QT：QR ＝ 1：

 

:        

 

→              → 
A 

O 
 

C  

B 
O 

 

C 

切る 

A 

O 
 

C 

1 + 5
2

1 + 5
2

したがって，長方形　RSTQ は黄金比の長方形となる。

4. 正五角形の一刀切りと三角比

① 　「一刀切り」について紹介。紙を折って 1 回はさみを入れることで，さまざまな

図形（多角形）を切り抜くことができる，というのが一刀切りである。
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　 　一刀切りで「正五角形」を切り抜き，それを数学的に検証したい，という目標

を提示。

② 　折り紙を 2 枚用意し，2 枚とも「正五角形の一刀切り」の折図に沿って折り紙を

折り，1 枚は実際にはさみを入れて，正五角形が切り抜けていることを確認する。

中心 O の周りが 10 等分されているので，1 つの角が 36°になっているはず。

　　→　 【目標の確認】中心 O の周りが 10 等分されているのかを数学を用いて検証

する。

 

:        

 

→              → 
A 

O 
 

C  

B 
O 

 

C 

切る 

A 

O 
 

C 

1 + 5
2

1 + 5
2

③ 　切ってない方のもう 1 枚の折り紙を用いて検証する。∠ AOC ＝αとして，

α＝ 72°となることがわかれば良いが，

α＝ 45°＋∠ AOB

　であるから，直角三角形 AOB の鋭角∠ AOB が何度になるのかがわかれば良い。

　 　直角三角形 AOB の 3 辺の比は 1：2： 5 であることは三平方の定理を用いれば

求まる。鋭角の角度を求める手段がない（30°や 60°などの有名角ではない）こ

とを確認。

④　三角比を紹介する。

　 　1 つの鋭角がθである直角三角形の辺の比を用いて

sinθ， cosθ， tanθの定義を確認。（tanθ＝ c /b など）

　　さらに三角比の表を提示し，表の見方を確認。

　 　この三角比の表を用いて∠ AOB の角度が求められ

ないかを各自で考える。

⑤　∠ AOB が求まった生徒に発表してもらった。

　〈生徒の発表内容〉

　 　図から　tan ∠ AOB ＝ 0.5　となるから，表でタンジェントが 0.5 に近い値を探

した。27°のタンジェントが 0.5095 とあるから，∠ AOB ＝ 27 °とわかる。

⑥　黒板の図を用いて，全体で確認する。

　　tan 27°はちょうど 0.5 ではない（実際は表の値も近似値）ので厳密には

∠ AOB ≒ 27°

a

b

c

θ
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　したがって

α＝ 45°＋∠ AOB ≒ 45°＋ 27°

　すなわち

α≒ 72°

⑦ 　このことから，この折り方での一刀切りは厳密には正五角形ではないが，かな

り良い近似となっていることがわかる。

　　最後に，厳密に正五角形が切り抜ける折り方を紹介して終了。

5. おわりに

今年度は，進度や難易度も中学 3 年生の既習内容を踏まえて設定をしていたが，参

加者も根気よく取り組み，計画した内容をほぼやりきることができた。相似や三平方

の定理，角の二等分線と比などをはじめとした平面図形に関する基本的な性質，2 次

方程式の解の公式など，課題を考えるための知識が参加者に備わっていたことで，「紙

を折る」ことによる図形的な性質をスムーズに理解することができ，折り目によって

できた図形から性質を読み解いていくといった，普段あまり学校の授業では扱わない

題材に対して，課題を考えることに集中できたように感じた。事前に興味のあるテー

マとして本講座を選択して参加していると言うことも大きかったように思う。参加者

の感想では，少し難しかったが少し頑張れば理解できたので楽しめた，との声が多かっ

た。

【参考文献】

1）堀井洋子著「折り紙と数学のひろば」日本評論社

2） 吉田稔　飯島忠編集「心を揺する楽しい授業　話題源数学　上」p153 東京法令出版
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物理コース：光の世界をのぞいてみよう

 理科（物理）　朝　倉　　　彬

1． はじめに

中学校の物理分野は，「身近な物理現象」（光と音，力と圧力），「電流とその利用」（電

流，電流と磁界），「運動とエネルギー」（運動の規則性，力学的エネルギー）を学ぶ。「光」

に関しては「波動」の身近な具体例として取り扱われ，反射や屈折に関して多くの事

例が挙げられている。今回は，高校物理の光の性質の内容を中心に，光の反射や屈折

をもう少し深く捉えるとともに，光の「色」に関しても日常のちょっとした一コマや

様々な実験を通して，参加した生徒たちの発想を大切にして，理解を深めてもらえる

ような授業を心がけた。

2． 授業内容

2.1. アイスブレーク（自己紹介）と中学校での学習内容の復習

今回の授業は，中学校 3 年のみで少人数であることと，光の分野は復習となるので

たくさん話してもらうよう心がけた。簡単な自己紹介においても「通っている学校の

特徴」を説明してもらうなどして「考えていることを説明すること」「わからないとき

や疑問に思ったときはすぐに質問すること」を体感的に理解してもらった。その後中

学校の復習として光の進み方，反射や屈折など一通り思い出すことをしてもらった。

2.2. 光の屈折

光の屈折は，中学校ではガラス - 空気での光の進み方，凸レンズなどを用いて学習

する。今回は高校で学習する「ホイヘンスの原理」の説明を用いて光の進み方および

屈折を理解してもらった。ホイヘンスの原理から屈折を定量的に説明する際には，三

角比を用いる必要があるが，定性的な内容に留めることで概念を理解してもらうこと

に注力した。特に，媒質によって光の速度が変化すること，媒質の影響よりは小さい

が波長（振動数）のちがいによっても光の速度に違いが出ることを理解してもらうこ

とで，プリズムにおける光の「分散」や，光が水滴を通った場合の反射と屈折におけ

る分散から虹のできかたを理解してもらうとともに，円形アクリルを用いて，水滴中

の光の通り道を見てもらった。

2.3. 光の分散と光の色

光の色については，中学校までにはあまり触れられていないため，光の基本的な性

質（光の速さ，波長（振動数），電磁波など）についての説明を行なった。物理から逸

脱はするが，眼の網膜にある錐体細胞に関する話題も取り上げ，様々な「色」に関し

ての話題を提供した。実際に分光器を用いて「光を分ける」ことを行なった。白色光（蛍

光灯）やナトリウムランプを分光器でみるという機会は，中学生では少ないため，生

徒たちは様々な光に分光器を通して様子を観察した。この観察を通して，赤・緑・青
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の LED を重ねたときにできる色と，白色光に赤・緑・青のセロファンを重ねたとき

にできる色の違いなど，これらのまとめとして「色の足し算・引き算」として補色の

関係について学習を行なった。その応用例として「植物の光合成で使用される光の色

について」考える機会を設けた。

2.4. 光の散乱

光の色について理解を深めてもらった後，「空はなぜ青い？」「夕焼けはなぜ赤い？」

という問いを出発点にして，光の散乱について考えてもらった。光の色について学ん

だ後であれば，ここでの理解はスムーズでありそれぞれの補色が失われたことで空の

色が発色することがわかり，参加生徒も読み取ることができた。そこからなぜその色

がなくなるのかを考えてもらうことで光の散乱の理解につなげた。また「火星の夕焼

け」を題材にして，地球以外での惑星の大気という観点においても興味・関心を持っ

てもらうよう心がけた。

2.5. 光の回折・干渉

中学校での光の取り扱いとして「光の直進性」があるが，他の波の要素をもつ「音」

と比較すると異なる振る舞いになると理解することができる。しかし，微視的であれ

ば光も回折を生じ，それに伴う干渉現象が生じる。この状況をレーザーポインターと

回折格子や細い針金を用いて生徒自身に実感してもらった。通常のスケールでは光の

直進性で正しいことを配慮しつつ，光も微視的であれば「音」と同様な性質があると

いうことを理解してもらった。

2.6. 偏光

最後に偏光についての紹介と簡単な工作を行なった。光の波の振動があらゆる方向

にあることを，偏光板を用いて 1 方向に限定することができることを用いて，偏光板

を複数枚用いて中間に「壁」があるかのようにする容器を作成してもらったり，様々

な景色を偏光板を通して見てもらうことで偏光しているものを見つけ出したりしても

らった。電卓やデジタル時計の液晶，携帯電話や PC ディスプレイなど，様々なとこ

ろに偏光板が利用されていることを実感してもらった。また，偏光板に透明セロファ

ン等を貼り偏光板を重ねることで，旋光性により様々な色が見える。詳しい説明まで

はできなかったが，特定の「色」が出現することに関しては，「色の引き算」が生じて

いることを参加生徒には実感してもらうことができた。

残りの時間で，偏光板に透明セロファンやプラ板を重ねたり向きを変えて貼り付け

たりすることで様々な模様が見えることを利用して，オリジナルの「偏光容器」を作

成してもらった。

3．おわりに

今回中学校の光の学習内容を起点に，光の性質について多くのことを学んでもらう

機会ができた。光の性質は高校「物理」での学習内容だが，定性的に説明できる事柄

があり，多くの生徒たちの興味・関心の高い「光の色」に関する題材が豊富である。
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学習内容にするのは難しい部分ではあるが，一部は主体的に学習することに適してお

り，他教科・科目とも連携できる内容，巨視的・微視的な振る舞いの違いなども体感

できる内容も含んでいる。視覚的に楽しめる部分で理科（特に物理分野）の学習敬遠

を軽減できる題材とともに，科学的思考が広がる題材にもなる可能性を多く含んでい

るため，積極的に物理学の導入の題材として利用したい。
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化学コース：分離いろいろ 
－性質の違いを利用しよう－

 理科（化学）　山　本　夏菜子

1. はじめに

今年度は，混合物の分離法をテーマに体験授業を実施した。高校の化学基礎でも導

入の段階で学習する内容であり，実験操作もあまり複雑ではなく，定性的な実験であ

るため何が起きているか容易に理解できる。その一方で，その原理を真に理解するた

めには，原子の構造や結合，極性などについての深い考察が必要な実験でもある。原

子や分子といった目に見えないものを扱うことに苦手意識をもつ生徒も多い。分かり

やすい実験を導入として，観察された現象をミクロな視点をもって考察する体験をし

てもらうことを目的に授業を組み立てた。

2. 授業内容

授業の導入として，自然界に存在する物質のほとんどは混合物であり，混じり合っ

ている物質それぞれの性質を理解するためには混合物を純物質へと分離する必要があ

ることを確認し，これから始まる実験への目的を明確にした。

【実験 1】ペーパークロマトグラフィー

コーヒーフィルターを用い，水を展開溶媒として水性ペンのインクの分離を行った。

それぞれの色素の移動率の違いから，どの色の色素が紙との親和性が高いのか等を考

察した。

【実験 2】赤ワインの蒸留

赤ワインに活性炭を入れて撹拌した後，ろ過することで活性炭に色素が吸着されて，

赤ワインの色が薄くなることを観察した。その後，試験管を用いてろ液を蒸留するこ

とでアルコールを分離した。

【実験 3】ヨウ素を取り出す〜昇華法と抽出〜

ヨウ素の特徴としてまず昇華性をもつことがあげられる。これを利用して，ヨウ素

と食塩の混合物を加熱することでヨウ素のみが昇華し，分離できることを観察した。

また，もう一つのヨウ素の特徴として，水には溶けにくいがヘキサン等の無極性溶媒

にはよく溶けることを紹介し，ヨウ素液にヘキサンを加えることで，ヘキサンの層に

ヨウ素が抽出されることを確かめた。

それぞれの実験の解説をした後，実験 3 について「溶媒への溶解度の違いを利用し
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ているが，そもそもなぜ溶媒に対する溶解度が異なるのか？」という問いを立て，共

有結合とイオン結合の違い，分子の極性，溶解の仕組みを説明した。

3. おわりに

今回は中学 3 年生のみが参加したため，原子や分子，電離，イオンといった中学校

で学習する化学の内容全般をベースとして，発展的な内容の説明を行うことができた。

それにより，高等学校の化学基礎で扱う内容であっても，十分に理解できた様子であっ

た。

また，新型コロナウイルス感染症対策のため，実験スケールをできる限り小さくし，

すべての実験を個人で行った。グループでの話し合い等ができなかった一方で，自分

で操作を行いながら変化の様子をじっくりと観察することができた。今回のような観

察が主となる定性的な実験においては，個人での実験は学習効果が高いと実感した。
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生物コース：血液はどのような液体か？

 理科（生物）　松　林　篤　志

1. はじめに

中学校理科では「動物の体のつくりと働き」の単元で，動物が呼吸によって取り入

れた酸素を血液によって全身に運搬することを学習する。メダカ（魚類）が実習材料

として主に活用され，尾びれの毛細血管を流れる血球を観察することが多い。一方，

中学校理科の本単元では，人体を中心に指導が展開されるが，教科書紙面で示される

ヒト（ほ乳類）の血球を実際に観察する機会はほとんどない。

同じ赤血球とはいえ，魚類の赤血球は有核で楕円形なのに対し，ほ乳類の赤血球は

無核で円板型であるため，教科書の展開と合致した観察を行うことが本質的な理解に

必要と考える。そこで，生物コースではブタ（ほ乳類）の血液を用いることで，ヒト

に近い形態の血球を観察してもらうことを目的に実施した。また，教科書では写真の

説明で済まされてしまうことの多い血しょうの様子や，動脈血と静脈血の色の違いな

どを，実際に実験操作を通して見てもらうことで，中学校では経験できない学びの機

会を提供することも本コースの目的である。

2. 授業の流れ

2.1. 実習内容

中学 3 年生女子が参加し，90 分間で次の実習を実施した。

(1)  ふだん使う顕微鏡では血液はどんなふうに見えるのだろうか？（血液塗抹標本の

作製）

(2) 血液に酸素を吹き込んだら色は変わるのだろうか？（動脈血と静脈血の比較）

(3) 血液と血しょうはどんなふうに違うのだろうか？（血液の遠心分離）

(4) 鼻血はどのようにして固まるのだろうか？（血液凝固のしくみ）

2.2. 事前準備

ブタの血液は東京芝浦臓器株式会社より購入し（1 L

あたり 800 円程度），実習の直前まで冷蔵庫で保管し

た。血液に吹き込む酸素は実験用ガス（ケニス，1 本

あたり 5 L で 700 円程度）を購入し，1 人 1 本ずつ配

布した。その他，各実験台には 1 人 1 台の光学顕微鏡，

試験管，血液や試薬を取り分けるスポイトやガラスピ

ペットなどを設置した（図 1）。

また，教卓に卓上遠心機 3 台（1 台あたり 30,000 円

～ 40,000 円程度）と 40℃の恒温槽を設置した。

図 1　実験台の様子
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2.3. 参加者の活動

(1) ふだん使う顕微鏡では血液はどんなふうに見える

のだろうか？（血液塗抹標本の作製）

　通常では血液の扱いについて苦手意識を持つ生徒も

想定されるが，本コースを希望して参加しているため，

そのような様子は見られなかった。血液塗抹標本を作

製する際，一定の速さで血液を引き伸ばすという実験

操作が求められる（図 2）。この操作が難しく，塗抹が

厚くなって何枚もプレパラートを作製する生徒が数名

いた。ただし，塗抹が厚い部分を顕微鏡で観察することで，塗抹を薄く引くことの意

義や，いかに血液中に細胞が多いかということに気づかせ，失敗の中にも学びがある

ように指導した。また，中学校では顕微鏡を 1 人 1 台使えず，ピントを合わせるなど

の操作に不慣れな様子もあり，教員の方で適宜補助を行った。観察に関連して，配布

資料にヒトの赤血球・白血球・血小板の 1 mm3 あたりの数を掲載し，その比を計算さ

せることで，いかに赤血球が多く，いかに白血球が少ないかについても考えさせた。

なお，実習の題目として「ふだん使う顕微鏡では」と記載した理由は，中学校の教科

書では電子顕微鏡で観察した血球の写真が掲載されることが多く，光学顕微鏡で観察

した写真が掲載されることがほとんどないためである。

(2) 血液に酸素を吹き込んだら色は変わるのだろうか？

図 3　血液に酸素を吹き込む様子

　（動脈血と静脈血の比較）

　参加者は実際に酸素ガスを血液に吹き込むことで，

血液の色が鮮やかな赤に変化していく様子を観察する

ことができた（図 3）。ここでの操作は顕微鏡のような

難しさもなく，視覚的な面白さもあいまって，参加者

全員が同じペースで取り組む姿が見られた。

(3) 血液と血しょうはどんなふうに違うのだろうか？

　（血液の遠心分離）

　一般的な中学校では，遠心分離を経験した生徒はほぼいないと予想される。高速回

転の様子を見るといかに大きい遠心力がかかっているか直感的にわかり，マイクロ

チューブ内で 2 層に分かれた淡黄色の血しょう

の上層と血液細胞の下層を観察させた（図 4右）。

また，指導上の留意点として，遠心機にマイク

ロチューブを置く際，質量をそろえて点対称の

位置に置くことで遠心力をつりあわせることが

極めて重要であるが，中学校の物理分野で学習

する「力のつりあい」と関連付け，振り返る機

会とした（図 4 左）。

図 2　ブタ血液塗抹標本

図 4　遠心分離後の血液の様子
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(4) 鼻血はどのようにして固まるのだろうか？（血液凝固のしくみ）

　血液凝固は高校段階で学習する事項であるが，酵素反応が関わる事例として発展的

に取り上げた。中学校では「動物の体のつくりと働き」の単元で消化酵素について学び，

唾液に含まれる消化酵素がデンプンを分解する実験が行われる。その際も酵素反応を

促進するため 40℃程度のお湯につけるという実験操作があり，実際に鼻血を使うわけ

ではないが，血液凝固においても同様の操作を行うことで，酵素が関わっていること

を実感させた。また，カルシウムイオン（Ca2+）を加えることで血液凝固は促進される

が，中学校の化学分野で習うイオンが生物分野にも関わっていることを理解させ，物

理・化学・生物・地学をバランスよく学ぶ重要性を指導した。

3. おわりに

今回，実施した実習は発展的な (4) 以外の (1)~(3) については，中学校の教科書に基

づいた内容であるが掲載されておらず，授業の中で行われていないものと考えられる。

卓上遠心機は 1 台あたり数万円し，人数に応じて数台購入する必要があるため初期費

用は若干かかってしまうが，それでも一度購入すれば年単位で使用することができる。

ブタの血液，酸素ガス，マイクロチューブなどの消耗品はさほど高額ではない。実験

器具とブタの血液さえ揃えてしまえば容易に実施可能な実習である。教科書に関連す

る内容なので，今後普及するとよいのではないかと考えている。

自分が塗り広げた血液の中に多数の細胞が見えた，酸素を吹き込んだら血液の色が

変わった，赤い液体の血液を分離したら淡い黄色の液体が出てきた，などといった単

純な実験操作であっても，自分の手で行ってみると教科書の文章や写真では得られな

い実感を得ることができる。知識の暗記ではなく，観察・実験による学びの機会を増

やしていくことが望ましい。
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情報コース：プログラミングでロボットを動かそう

 情報　山　口　健　二

1. はじめに

現在，ビッグデータや AI，人工知能といった情報システムが，人々の生活に大き

く影響を与えている。特に物流業界では倉庫においてロボットが人の代わりに物を運

んだり，分別したりするなどの作業を行っている。さらに海外ではドローンを活用し

て配達まで，ロボットが代行することがある。以上のように，高度情報化社会になる

につれて，今まで人間が行っていたことをロボットが代わりに行うようになる。その

際，ロボットを人間の指示通りに動かす必要がある。この「指示通りに動かす」ために，

プログラミングが必要になる。情報コースでは，Scratch によるプログラミングの基

礎を学び，さらに，ロボットプログラミングキット ArTeC Robo とプログラミング環

境 Studuino を使って，ロボットにプログラムを転送して，実際にプログラムに従って

動かすことを体験してもらった。

2. 授業の流れ

本授業では，以下のことをおこなった。

1.   教科「情報」について知る。

2.   アルゴリズムについて知る。

3.   Scratch でプログラミングをする。

4.   ロボットを組み立て，ロボットにプログラムを転送する。

5.   プログラムを改良して，ロボットの動作を変更してみる。

1. では，教科「情報」について説明するとともに，これからの情報社会で必要な資質・

能力について説明し，その中でも情報活用能力というのが注目されていることを述べ

た。

2. では，プログラミングとアルゴリズムについて解説をした。コンピューターのプ

ログラムは，順次，分岐，反復の 3 つからなることを，カレーのレシピを例に紹介した。

3. では，Scratch でプログラムを作ることをした。最初に「Scratch キャット」に，

言葉を話させることから始め，その後，四則演算を通して順次，分岐，反復を上手に

組み合わせることで，プログラミングができることを説明した。

4. 5. では，ArTeC Robo の「トランスポーターくん Ver.2」を生徒 1 人 1 人組み立て

てもらい，プログラムをロボットに転送してもらった（図 1）。

今年度は，以前の理数一日体験授業で作成した「トランスポーターくん Ver.1」を改

良して，「トランスポーターくん Ver.2」に改良した。Ver.2 は，タッチセンサーを手押
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し式に変更し，加速度センサーを新たに追加した。加速度

センサーは，センサー自体の傾きを 3 次元で測定すること

ができる（加速度センサーのパーツの x 軸，y 軸，z 軸の傾

きが分かる）。加速度センサーの傾きによって，以下の動作

を行うようにした。

・前進（forward） ・後退

・右回転（right_turn） ・左回転（left_turn）

・速度アップ（speed_up） ・速度ダウン（speed_down）

合わせて，Studuino のテストモードで加速度センサーが

どのような数値を取得するのかを確認した。

3. まとめ

90 分という短い時間であったが，今後の情報化社会で活躍が期待されるロボットの

しくみと，それを制御するプログラムの基礎についての授業，そしてロボットにプロ

グラムを転送するといった，基本的な原理を確認した。今後は，中学生に，より分か

りやすい授業へ改善を進めて行きたい。

図 1トランスポーターくん Ver.2
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2021（令和 3）年度 SSH 成果発表会報告

研究部　　葭　内　ありさ

1. はじめに

2021 年度 SSH 生徒発表会を 3 月 22 日（火曜日）に実施し，全国の教育関係者に本

校の取り組みを公開した。新型コロナ感染症感染予防を鑑み，オンラインと対面を併

用して実施した。一般参加者，本校保護者，附属中学 3 年生はオンラインで参加し，

在校生，教員，SSH 運営指導委員（他大学教授や研究機関専門家），アドバイザリーボー

ド（お茶大教授陣）等が附属高校校舎で対面で参加した。さらに附属中学 1・2 年生が

3 月 25 日（金曜日）に午前の部の録画を視聴した。

オンライン公開を行なった午前の部では，代表生徒による発表が行われ，2 年必修

「課題研究Ⅰ」6 領域 8 分野，3 年選択「課題研究Ⅱ」の代表者による成果発表（探究学

習に関するプレゼンテーション）および運営指導委員・アドバイザリーボードによる

質疑応答，その後 3 年必修「総合的な探究の時間『持続可能な社会の探究』」の概要説

明が行われた。附属中学生は当日参加・後日の録画視聴合わせて 57 名の参加があり，

感想からは，代表生徒の研究発表や，一研究者として専門家との質疑応答を行う様子

に刺激を受けたことがわかった。午後の部では，2 年生全員が 1 年生に，3 年生が 2

年生に探究成果のポスター発表を行うと共に，アドバイス等を行い，下級生への成果

の発信と共に，探究手法の継承を行なった。

2. 実施概要

1．日時 2021 年 3 月 22 日（火曜日）9 時 30 分－ 14 時 50 分

 （一般参加は 11：20 まで）

2．会場 オンライン（外部参加者）および　附属高校校舎（在校生向け，非公開）

3．参加者 152 名（本校教員 24 名含む）＋本校生徒

 オンライン： 教員および教育関係者

  本校保護者・附属中学 3 年生

  対面： 在校生 1・2 年生全員，3 年生発表者，本校教員，運営指導委員，

アドバイザリーボード，本学大学院生（課題研究Ⅱメンター）

　　　 3 月 25 日（火曜日）録画視聴：附属中学 1・2 年生 46 名

4．参加費 無料

5．時程　　

　午前の部（オンライン (Zoom)，公開）

 9：10 受付（接続確認）

 9：30  開会式　吉田校長挨拶　

 9：35 SSH 研究概要報告　　葭内研究部長
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 9：45－11：05  2年必修「課題研究Ⅰ」・3年選択「課題研究Ⅱ」の各分野の

代表者による成果発表および運営指導委員・アドバイザリー

ボードによる質疑応答

  2 年必修「課題研究Ⅰ」

  　①　地球環境科学

  　②　生命科学

  　③　暮らしの化学（英語による発表）

  　④　数理・情報科学

  　⑤　芸術文化と科学：色と形の科学

  　⑥　芸術文化と科学：文学

  　⑦　芸術文化と科学：音楽学

  　⑧　社会科学

  3 年選択「課題研究Ⅱ」化学分野　

 11：10  3 年必修「総合的な探究の時間『持続可能な社会の探究』」概要

説明

 11：15 全体会閉会式　溝口副校長挨拶　

 11：20 諸連絡

　

午後の部（Zoom 配信なし，非公開）

 12：15－13：30 2・3年ポスター発表会　

   2 年 77 テーマ（英語による発表 4 件含む）・3 年課題研究Ⅱ・

3 年総合 18 ポスター 　

  ポスターセッション： 2 年生は 1 年生に，3 年生は 2 年生に発

表を行なった。

  ① 12：15 − 12：30　　② 12：35 − 12：50

  ③ 12：55 − 13：10　　④ 13：15 − 13：30

※感染対策　

 1 ポスターに 3・4 名の聞き手とし密を避ける，机は教室中央と廊下にまとめて十分

な発表場所を確保する，不織布マスクをする，1.5 メートル発表者と参観者は距離

をとる，共同発表者は 1.5 メートル距離をとって待機，質問は 1 対 1，参観者同士

の会話禁止

 13：50−14：50 運営指導委員会　（全体司会：溝口副校長）
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2021 年度を振り返って

副校長　溝　口　　　恵

1. 研究活動

①　スーパーサイエンスハイスクール（SSH）

「女性の力をもっと世界に 〜 協働的イノベーターとイノベーションを支える市民

の育成 〜 」をテーマとして，2019（令和元）年度からスーパーサイエンスハイスクー

ル（SSH）の指定を受けており，5 年間の教育課程の 3 年目を実施した。

2019 年度入学生から探究活動を充実させた教育課程に変更し，学校設定教科「課題

研究」を構成する科目を各学年に設けている。昨年度に続き 1 年生が家庭科の学校設

定科目「生活の科学」（1 単位）と「課題研究基礎」（2 単位）を，2 年生は「課題研究Ⅰ」

（3 単位）を履修し，文系理系を問わない以下の 6 領域 8 分野に全生徒が所属し，探究

活動を行った。

「地球環境科学」領域・「生命科学」領域・「暮らしと化学」領域・「数理・情報科学」領域・

「社会科学」領域・「芸術文化と科学領域」：［音楽］分野，［色と形の科学］分野，［文学］

分野

また，今年度より「課題研究Ⅰ」に英語科教員を配置し，科学英語力向上を目指すワー

クショップや，ハワイ大学女性科学者による特別講義を実施した。さらに，今年度初

めての開講となる 3 年選択「課題研究Ⅱ」（1 単位）では，5 名の生徒が「課題研究Ⅰ」

の研究を更に進め，延べ 14 件の発信活動を行い，学会や各種コンテストで受賞する

など，研究活動を深めた。同じく，開講初年度となった 3 年必修総合的な探究の時間「持

続可能な社会の探究」（1 単位）では，フォアキャストとバックキャストの視点を用い

て 3 年間の学びを振り返ったのち，全グループで 18 のテーマを設定し，成果をポスター

にまとめ発表を行った。

11 月，3 月には SSH 運営指導委員会を開催した。運営指導委員の先生方に加え，お

茶の水女子大学のアドバイザリーボードの先生方にも本校から SSH 概要や取組につ

いて説明し，今後の運営について指導・助言をいただいた。

年間を通して延べ 120 名の生徒が，探究成果発表会や各種コンテスト，学会発表な

どの発信活動を行った。SSH に関するメディアでの発信として，「教育応援」（（株）リ

バネス）に，東京工業大学主催高校生バイオコン・バイオものコンの両コンテストに

最優秀賞を受賞した本校チームの事例（バイオをテーマとした小中学生向け教材開発

コンテスト）が掲載された。

3 月 22 日（火）に SSH 生徒成果発表会兼第 2 回 SSH 運営指導委員会をオンライン（対

外部参加者）と対面（対学内者，運営指導委員）の併用で実施した。代表生徒による発

表会のほか 2 年生全員（119 名）による 77 テーマの探究活動の 1 年生へのポスタープ

レゼンテーションを行った。また，３年生課題研究Ⅱ受講者による５テーマに加えて，
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３年生全員が取組んだ「持続可能な社会の探究」での 18 テーマについて，２年生に対

してポスターセッションを行った。探究活動の成果については，生徒成果集を参照さ

れたい。今年度の研究及び成果の詳細は，SSH 研究開発実施報告書を参照されたい。

②　お茶の水女子大学との高大連携

2005（平成 17）年度にスタートした高大連携特別教育プログラムの 16 年目が終了し

た。2019 年度入学生から，学校設定科目として設置されていた国語・数学・英語の「教

養基礎」に替わるカリキュラムとして，「総合的な探究の時間」に「新教養基礎」が開

講された。「新教養基礎」はアカデミックガイダンス（探究方法の学び）とキャリア教

育を融合した取組を大学・高校教員の連携のもとに研究・開発するもので，「探究入

門 〜 問いを立てる 〜 」をテーマとしている。今年度はお茶の水女子大学文教育学部

4 名，理学部 3 名，生活科学部 3 名の計 10 名の教員による授業をすべて大学講堂で実

施した。3 年生での「選択基礎」は 16 名が受講し，11 月の特別選抜を経てお茶の水女

子大学に進学した。16 名の内訳は文教育学部 6 名，理学部 3 名，生活科学部 7 名である。

附属高校 2・3 年生を対象とする大学の公開授業は，のべ 97 名（履修 38 名，聴講 59 名）

が，前期・後期ともに大学の授業形態に合わせてオンラインと対面のブレンドで受講

した。これまで 1 年生対象に毎年 12 月に行われていた附属高校生向けキャリアガイ

ダンスは，新教養基礎の開設に伴い，今年度より 2 年生を対象として 9 月に開催する

こととなった（9 月 22 日（水）実施）。人文科学 8 講座，人間科学・社会科学 10 講座，

自然科学 10 講座の合計 28 講座が設定され 36 名の大学教員に協力いただいた。

特別教育プログラム以外の授業では「生活の科学」，「課題研究基礎」，「課題研究Ⅰ」

において，大学教員による授業が 9 回行われた。

理系女性教育開発共同機構と連携して，11 月には，「令和 3 年度　理系女性育成の

ための新たな教育プログラム開発」で採択されたプロジェクト，「暗号解読に挑戦す

る体験型教材の開発」において開発した教材の実践授業を情報科教員が実施した。12

月には，その成果を，International Conference on Technology and Social Science 2021 

（ICTSS 2021）において，情報科教員が「Development of Hands-on Teaching Materials 

for Decoding in Senior High School」と題して学会発表を行った。また，Journal of 

Technology and Social Science, Vol.5, No.1, pp.41-46, 2021. に論文が掲載された。

③　東京工業大学との高大連携

東京工業大学との高大連携教育は最終年度となる 10 年目の実施となった。今年度

は 8 月 3（火），4（水），5（木）日の 3 日間（宿泊は伴わず）東京工業大学大岡山キャ

ンパスにて実施され，5 名の 3 年生が参加し，それに続く特別選抜には 5 名が応募，3

名が合格となった。内訳は工学院に 1 名，情報理工学院に 1 名，生命理工学院に 1 名

である。この 3 名は大学入学共通テスト終了後から約 1 ヶ月間，東京工業大学附属科

学技術高等学校主催・入学前指導の「さきがけ教育」にも参加した。

本校（大学講堂）に東工大の教員を招いてのウインターレクチャー（1・2 年生全員

対象）を 12 月 22 日（水）に実施した。理学院物理学系の田中秀数教授による「N 氏を
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知る」をテーマとする講演が行われた。

④　筑波大学との高大連携

筑波大学附属高等学校との連携により 2017 年度から開始した高校生のためのキャ

リア教育プログラムの開発を引き続き行った。両校の 1 年生全員を対象とする「高校

生のためのキャリアフォーラム」として，筑波大学附属駒場高等学校の卒業生，医師・

CG アーティストである瀬尾拡史氏を講師とする講演会を 11 月 6 日（土）に開催した。

瀬尾氏，筑波大学附属高等学校 1 年教室，本校 1 年教室をオンラインで接続し同時双

方向で講義および質疑応答を行った。例年実施している「高校生のためのキャリア・

カフェ」は，今年度は 7 月 7 日（水）をオンラインで，11 月 25 日（木）を筑波大学附

属高等学校で開催し，進路・分野変更，起業・個人活動，グローバルに活躍する先輩

を招いた。1・2年生希望者が両校の先輩の話を聞き，進路を幅広く考える機会となった。

また，11 月 20 日（土）の第 25 回公開教育研究会において，「筑波大学附属高等学校

との学校間連携キャリア教育の展開」と題して本学の山岸由紀特任准教授がこれまで

の両校の取組を紹介・解説した。

⑤　公開教育研究会

11 月 20 日（土）に第 25 回公開教育研究会として，国語総合・コミュニケーション

英語Ⅱ・音楽Ⅰ・SSH 学校設定科目　家庭科「生活の科学」・SSH 学校設定科目　課

題研究「課題研究基礎」の研究授業および協議をオンライン方式で開催し，全国から

380 名（本校教員 24 名含む）の参加者があった。加えて，東京大学名誉教授上野千鶴

子氏による全校生徒を対象とした特別講演会の録画を放映した。

詳細は本紀要の公開教育研究会報告を参照されたい。

⑥　附属学校園の連携研究

昨年度から 9 つのテーマ別部会が継続し，高校からは 8 つの部会と運営委員会に 18

名の教員が参加した。

2. 調査研究依頼

学内から 1 件の調査研究の依頼があった。

　日本における昆虫食に対する社会意識の現状分析と将来展望

　　（ 由良　敬：お茶の水女子大学基幹研究院 自然科学系 教授

　　 齋藤悦子：お茶の水女子大学基幹研究院 自然科学系 教授）

3. 学校訪問

5 件の学校訪問（オンライン含む）を受け入れた。

①　４月９日（金） 駐日英国大使館科学技術部より 2 名　SSH 視察

②　９月21日（火）  中央国際高等学校・中央高等学校より 2 名　オンライン視察

（情報科）

③　10月25日（月）  埼玉県教育委員会・特定非営利活動法人あかりえ（埼玉県立
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小川高等学校探究学習担当）より 2 名　課題研究Ⅰ視察

④　１月25日（火）  東北大学・千葉県印西市立中学校・内田洋行より 3 名　情報

活用能力調査視察

⑤　３月２日（水）  第一薬科大学より 2 名　SSH 視察

4. 国際交流，学外活動等

①　台北市立第一女子高級中学（北一女）との交流事業をオンラインで実施した。

 5 月 21 日（金） E メールでの交流会を実施。

 6 月 11 日（金）  本校生徒 23 名（北一女 20 名）がグループ毎に自由設定した

テーマについてディスカッションを実施。

 11 月 4 日（木）  オンラインによる北一女との合同研究発表会を実施。2 年生

から 3 グループ 5 名，北一女から 3 グループ 10 名生徒が発表。

本校 2 年生全員が視聴，英語による質疑応答。

②　福島フィールドワーク（オンライン）

  　1 月 14 日（金），21 日（金），1・2 年生 15 名が福島県国道 6 号線帰還困難区

域・浪江町請戸地区等津波被災地におけるバス乗車視点ならびにドローン映

像によるフィールドワークを実施した。

5. コロナ禍 2年目の教育活動

新型コロナウイルス感染症感染防止対策を継続しつつ，生徒の心身の健全な育成の

ために学校におけるリアルな教育活動の実施に努めた。三密を避けるために一部オン

ラインを活用しながら，対面での活動時間を幾分短縮する，活動内容を工夫するなど，

生徒を主体とする以下の主な学校行事を実施することができた。

〇実施行事： 入学式（4 月新入生及びその保護者 1 名出席），対面式・始業式・着任

式（4 月オンライン），2 年修学旅行（4 月 2 泊 3 日，群馬県），歓迎会・

自治会選挙（4 月オンライン），体育祭（9 月半日，競技内容変更，参

観なし），学校説明会（6 月・11 月オンデマンド配信），文化祭（来場者：

附属中生のみ），ダンスコンクール（10 月），2 年都内遠足（11 月），保

護者授業参観（11 月），1 年校外学習（12 月），歓送会（3 月オンライン），

卒業式（3 月卒業生及びその保護者 1 名出席）

〇中止行事：1 年学年合宿，ＰＴＡ総会・教育後援会総会



編集後記

2021 年度研究紀要第 67 号をお届けします。日頃の研究の成果をまとめた個人の論

考に加えて，新型コロナウイルス感染症対策に配慮しながら開催されたイベント報告

などを収録しました。行先を変更し万全の対策で臨んだ修学旅行をはじめ，独立開催

としては 2015 年度以来 6 年ぶりとなった公開教育研究会，延期後の開催となった 3

年ぶりの理数一日体験授業，オンラインで開催された全附連高等学校部会教育研究大

会など，コロナ禍においても工夫を重ねながらさまざまな研究・教育活動を実施した

2021 年度を振り返りました。今後とも，研究・教育活動に励んで参ります。皆様のご

指導・ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

（文責　金子　麻子）
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